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最新・社会調査へのアプローチ
―― 論理と方法

大谷信介／木下栄二／後藤範章／小松　洋 編著
ここが

ポイント
!!

◎４人の著者が旧版を徹底的に吟味し，最新動向を反映
　 させたうえで全面改訂
◎「社会調査士」A ～ G の 7 科目にも完全対応
◎社会調査に役立つ知識が満載のコラム，語句解説，豊
　 富な具体例など，初学者から実務家まで，幅広いニー
 　ズに応える

Ａ5判美装/344頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-09524-7　2023年9月刊行

1999年の初版刊行以来ベストセラーを続ける，も
っともわかりやすい「社会調査法」テキストの最
新版。基本的な理論と方法を紹介し，そのノウハ
ウを身近な題材・テーマを通して学べる。レイア
ウトの工夫によりさらに読みやすくコンパクトに。

最新版の刊行にあたって

　第Ⅰ部　社会調査の論理
第１章　社会調査へようこそ
　１ 社会調査の時代
　２ 社会調査って何？
　３ 社会調査の歴史
　４ 社会調査の注意書き
　５ 社会調査を学ぶ真の意義

第２章　社会調査のファースト・ステップ
　　　　――情報資源の発掘調査
　１ 社会調査のプロセス
　２ 社会調査を企画・設計するために
　３ “ 不思議 ” 発見，センス・オブ・ワンダー
　４ 図書館とインターネットを使いこなす
　　 ために
　５ 先行研究へのアクセス
　６ 既存の統計データへのアクセスと活用
　７ 過去の調査データへのアクセスと活用
　８ 研究の第一歩を踏み出そう

第３章　社会調査の基本ルールと基本の道具
　１ 社会調査の基本ルール
　２ 考えるとは――記述と説明
　３ 問題が問題だ――社会的な問題構成へ
　４ ｢概念」なんか怖くない
　５ 変数は変な数ではない
　６ 仮説は花形
　７ 社会調査は終わらない

　第Ⅱ部　調査票調査の方法
第４章　調査票を作ってみよう
　１ 調査の企画・設計と調査票作成プロセス
　２ 調査票の役割・質問の構成要素と種類
　３ 質問文作成時に注意すべきこと
　４ 選択肢の作成時に気をつけること
　５ 質問の形式にも気を配ろう
　６ 調査票全体へもこだわりをもちたい

第５章　サンプリングという発想
　１ サンプリングという考え方
　２ サンプリングの歴史
　　 ――アメリカ大統領選挙と世論調査
　３ サンプリングの実際
　４ サンプリングの原理
　　 ――なぜ「無作為」抽出することが
　　 　　最も科学的で優れた方法なのか？
　５ 標本数の決め方

第６章　調査票調査の方法とデータ化作業
　１ 調査票調査の方法に関する「位置づけ」
　　 の変遷
　２ 面接調査が高く評価された時代
　　 ――〈初版（1999）の記述〉

　３ 電話調査にＲＤＤ法が登場した時代
　　 ――〈第２版（2005）の記述〉
　４ 郵送調査が再評価されてきた時代
　　 ――〈新アプローチ（2013）の記述〉
　５ インターネット調査の可能性を多角的
　　 に議論する時代
　　 ――〈最新版（2023）の記述〉
　６ 実査中の整理からデータ・クリーニングまで
　　 ――分析に使えるデータの作成方法

第７章　調査結果を集計・分析しよう
　１ カテゴリカルデータのまとめ方
　２ クロス集計表の分析技法
　　 ――カイ二乗検定とエラボレーション
　３ 基礎統計量の活用
　　 ――分布の中心とばらつきの程度を測ろう
　４ 比率の差の検定の実践
　５ さらに深い分析のために
　　 ――相関と回帰，重回帰分析
　６ 結果の公表
　　 ――報告書には何を盛り込めばよいか？

　第Ⅲ部　質的調査の方法
第８章　質的調査の基本
　１ 質的調査とは
　２ 質的調査の働き
　３ 社会調査としての質的調査
　４ 質的調査の留意点

第９章　質的調査の実際
　１ 聞き取り調査の実際
　２ 参与観察法の実際
　３ ドキュメント分析の実際

　第Ⅳ部　実習と実践
第10章　公開情報の探索とデータ化
　　　　――社会問題を深掘りする
　１ 研究目的でのネット利用とデータ化を
　　 めぐって
　２ 社会的な問題への注目
　　 ――東京オリンピックを題材とした
　　 　　情報探索
　３ 情報源のデータ化作業
　　 ――情報の加工と整序
　４ 社会問題の深掘り
　　 ――年表によるデータの分析と解釈
　５ 感性を研ぐ

第11章　非参与観察法――まわりを見よう
　１ 非参与観察法とは
　２ 非参与観察法を始める前に！
　３ Let’s try
　　 ――非参与観察法の実習をやってみよう
　４ リポートを書く

第12章　ビジュアル調査法
　　　　――写真観察と映像フィールドワーク
　　　　　　をやってみよう
　１ ビジュアル調査法とは
　２ 集合的写真観察法
　　 ――社会のプロセスと構造の可視化と
　　　　 可知化
　３ 写真観察法のススメ――手順と実際
　４ Let’s try――写真観察をやってみよう
　５ 映像フィールドワーク
　　 ――社会学的映像モノグラフの制作

索　　引

コラム一覧
　１ 社会調査がどのくらいあるか
　２ 日本の社会調査史
　３ 調査と人権
　４ 社会調査倫理規程
　５ 予備調査とプリテスト
　６ 社会学系人間の強み
　　 ――見えなかったものが見えてくる！
　７ 国勢調査人口と住民基本台帳人口
　８ 統計不正問題
　　 ――公的統計をめぐる深刻な問題状況
　９ 曲がり角に立つ国勢調査
　　 ――調査不能・拒否率の急上昇と
　　 　　住基データの転用
　10 横断調査・縦断調査・パネル調査
　11 グラフを読む（練習問題）
　12 チャールズ・ブースの残した足跡
　13 友人の操作的定義
　　 ――友人は何人いますか？
　14 急速に進む未婚化
　15 因果関係は難しい
　16 ｢社会調査は○×クイズ」
　17 芋づる式連想法
　18 結婚式に呼ぶ人は？
　19 ワーディング実験
　　 ――ワーディングによって調査結果が変わる
　20 人情課長の質問文
　　 ――回答者は質問のどこに反応するのか
　21 M.A. 形式質問はなぜ問題なのか
　22 中間選択肢と縦列形式質問に注意しよう
　23 夫婦別姓に関わる質問文の複雑さ
　24 アメリカ大統領選挙と世論調査
　25 層化多段抽出法
　　 ――「内閣府世論調査」のサンプリング
　26 住宅地図を使ったサンプリングの可能性
　27 社会調査でよく出てくるギリシャ文字
　28 大きく変わった視聴率調査
　29 標本誤差の数式でわかる視聴率調査
　　 の実態

　30 日本におけるＲＤＤ法の導入と
　　 「ポストＲＤＤ」問題
　31 ｢2005年ショック｣
　32 面接回収率の低下と郵送調査の再評価
　33 内閣府の面接法とインターネット調査の比較
　34 かわさき市民アンケートの実践的試み
　　 ――ウェブ調査と郵送調査の併用
　35 実査方法別の作業内容
　36 訪問記録の重要性
　37 通勤先の回答方法
　　 ――駅情報・郵便番号の活用
　38 家族構成の質問の活用法
　39 データ・クリーニングの例
　40 データ入力とチェック方法あれこれ
　41 カイ二乗分布表の見方と結果の記し方
　42 自由度とは
　43 危険率の意味と二種類の過誤
　44 サンプル数と危険率の関係
　45 相関関数で関連の程度を表そう
　46 偏りのある分布での算術平均・中央値・
　　 最頻値
　47 ばらつきの指標の補足
　　 ――変動係数と範囲
　48 箱ひげ図による中心とばらつきの表現
　49 両側検定と片側検定
　50 平均値の差の分析手法と中心極限定理
　51 積和・共分散と積率相関係数
　52 回帰直線の求め方
　53 独立変数が２つの時の回帰式の求め方
　54 重回帰分析の実践にあたって
　55 多変量解析について
　56 終戦記念日はいつですか？
　57 グラウンデッド・セオリー・
　　 アプローチ（ＧＴＡ）
　58 ドキュメントデータをまとめるために
　　 ――KJ法の活用
　59 さまざまな聞き取り調査
　60 問わず語り／非構造化インタビュー／
　　 ナラティブ・インタビュー
　61 さまざまな参与観察法
　62 さまざまなドキュメント分析
　63 フィールドノート（野帳 )
　64 社会学的想像力の働き
　65 観察する人たち
　66 実験という発想とホーソン効果
　67 参考例と注意点
　68 ビジュアル調査法
　69 集合的写真観察法
　　 ――新しいビジュアル・リサーチ・メソッド
　70 トマソン物件を探せ

新　刊
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A5判美装/266頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09626-8　2023年11月刊行

社会調査のその先にも視角を広げた初学者向けテキ
スト。社会調査の多様な手法，さらには調査時の作
法や倫理などの基本を解説するとともに，一歩踏み
込んで社会へ果敢に関与していく術を模索する。

◎ 社会課題を発見する力を養う
◎ 社会としっかり向き合い，考え，実行する方法論を学ぶ
◎ 地方社会や特定の社会がもつ特有の事情も解説

社会にひらく 社会調査入門

文 貞實／山口恵子／小山弘美／山本薫子 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

序　論　社会と関わり，社会を知る
　１  本書の目的
　２ 本書の構成
　３ 社会調査の倫理と作法

　第Ⅰ部　社会を知る方法
第１章　社会調査とはなにか
　１ 社会調査という営み
　２ いろいろな社会調査
　３ 得意なことと苦手なこと
　４ 本書で主に学ぶこと

第２章　まち歩きから始めよう
　１ はじめに
　２ まち歩きの準備
　３ いざ，地域へ！
　４ ｢発見型」まち歩き
　５ ｢テーマ型」まち歩き
　６ はじめの一歩，その先に
　コラム　名刺を持ってまちに出よう

第３章　参与観察法
　１ 参与観察法の位置づけと目的
　２ 技法とデータの特質
　３ 参与観察調査のテーマの決め方，対象者の
　　 決め方と「入り方」
　４ フィールドノートの取り方
　５ 調査現場での振る舞い方と注意点
　６ アクション・リサーチ
　７ 公開に際しての注意点
　コラム　調査と支援活動

第４章　インタビュー法
　１ お話を聞くこと・語ること
　２ インタビュー法とは何か
　３ さまざまなインタビューのかたち
　４ インタビューの実際
　コラム　沈黙への恐怖に打ち勝つ

第５章　ドキュメント法／資料分析／二次分析
　１ 書かれた資料で調べる
　２ インターネットでできること
　３ 図書館でできること
　４ 文献資料で調べる

　５ 各種統計資料
　６ 狭い意味での文書資料

　第Ⅱ部　社会を発見する
第６章「社会問題」にかかわる社会調査
　１ ｢社会問題」を調査テーマに選ぶということ
　２ ｢社会問題」に対する見方とその変化
　３ 時代の情勢によって「社会問題」は
　　 変わっていく
　４ ｢社会問題」にかかわる社会調査の役割と限界
　５ 当事者参加の社会調査の試み
　６ 加害者にも被害者にもならないために
　７ 社会調査が目指すものとは

第７章　日本・世界の地方社会における調査と
　　　　準備
　１ はじめに
　２ スケジュール――時間を充分にとること
　３ 調査準備は十全に
　４ お金ではなく素敵な時間を
　５ 社会調査の再帰的プロセス
　６ 恋愛＝好きとは限らない
　７ 調査を知らない社会
　８ おわりに
　コラム　ハラスメントへの対処

第８章　広義のホームレスと世帯内貧困を捉える
　１ はじめに――生活困窮者支援のフィールドへ
　２ ｢存在証明」が欠如した貧困層
　３ 世帯のなかに隠された貧困
　４ おわりに
　コラム　インタビューを受ける側は何を
　　　　　思っているのか

第９章　移民の子どもの学習教室で学んだ
　　　　「学び捨て」
　１ はじめに
　２ 学習教室での参与観察を始める
　３ ルーツの捉え方を学び捨てる
　４ ライフコースの捉え方を学び捨てる
　５ おわりに
　コラム　国境を越える社会のオンライン・　
　　　　　フィールドワーク

　第Ⅲ部　社会にひらく
第10章　子どもたちはどのようにＳＮＳを
　　　　利用しているのか
　１ ＳＮＳやインターネットと若者との関わり
　２ ＳＮＳを介した犯罪被害
　３ ＳＮＳなどの利用に関する社会調査実施の
　　 ポイント
　４ 調査事例
　５ おわりに
　コラム　ＳＮＳを介した大学生における犯罪

第11章　社会と協働し「多様な」被災経験を
　　　　調査する
　１ はじめに
　　 ――なぜ災害について社会調査を
　　　　 おこなうのか？
　２ 社会調査の準備および実施のプロセス
　３ 社会調査を通じてわかったこと
　４ 社会調査の結果を社会へ還元する
　５ 関係者が感じた社会調査の意義
　６ おわりに
　コラム　社会調査実習は学生が自分自身の
　　　　　可能性を見つける場

第12章　｢まちづくり」に踏みこむ意義と限界
　１ まちづくりと社会調査
　２ まちづくりに関する調査の企画
　３ 調査方法としてのまちづくり活動
　４ まちづくりに関わる調査の意義と限界
　コラム　まちづくりワークショップの工夫
　コラム　大学生が使える補助金・助成金

第13章　多様な人びとが暮らす地域をつくる
　１ はじめに
　２ 地域をつくる調査とは
　３ 地域の現状を知る
　４ 当事者・支援団体主体の地域をつくる調査
　５ 地域実践と地域をつくる調査
　６ おわりに――地域をつくる調査の可能性
　コラム　TANOMOSHI(KO)

引用・参考文献
索　　引
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A5判美装/256頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09534-6　2023年4月刊行

質的社会調査のためのインタビュー法の手順を実践
例を交えて紹介。学生が自発的に学べるよう，テン
プレート化した教材，論文ライティング法など，実
践から生みだされた様々な工夫について解説してい
る。

◎ 研究の過程を５つのモジュールに分け，実践のステッ
　 プを示す
◎ 補助教材などを付録として充実させ，実践での具体的
 　活用法も紹介する

インタビュー調査法入門
―― 質的調査実習の工夫と実践

山口富子 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　質的研究におけるインタビュー法
　１ 研究デザイン
　２ 研究デザインの構成要素
　３ 質的研究のインタビュー法
　４ インタビューの実践
　５ 社会調査倫理

第２章　調査テーマ
　１ 思いつきの問題関心からはじめる
　２ 先行研究の探し方
　３ 資料の収集と非参与観察の実践
　４ 調査テーマを決定する

第３章　インタビューの準備
　１ 社会調査において問いを立てるということ
　２ 調査依頼状とは
　３ インタビュー・ガイドの作成

第４章　インタビューの実施
　１ 調査対象者の探索
　２ インタビュー実施のポイント
　３ 調査プロセスの記録と管理
　４ トランスクリプションの注意事項

第５章　データ分析
　１ 意味を理解するプロセスとしてのデータ分析
　２ 「なにを」読みとるのか
　３ 「どう」読みとるのか
　４ コーディングの実践
　５ テーマ中心のコーディング
　６ 分析結果をまとめる

第６章　論文の執筆
　１ 論文の基本構造
　２ 論文における文章の書き方
　３ スタイルガイド
　４ 論文を書き始めてから書き終えるまで

ブックガイド
トランスクリプション・ルール
ワークシート
日本社会学会倫理綱領にもとづく研究指針（抜粋）

おわりに
索　　引

新　刊



基礎からわかる社会学研究法
―― 具体例で学ぶ研究の進めかた

松木洋人／中西泰子／本多真隆 編著

社
会
調
査

新　刊

A5判美装/252頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09528-5　2023年4月刊行

社会学にはどのような研究の手法があり，関心に沿
ってどの手法をえらべばよいのだろうか。本書は，
現在の経験的な社会学研究において採用されること
の多い研究スタイルを，質的研究と量的研究の二分
法を超えて幅広く取り上げ解説する。

◎ 研究の進めかたを具体的に学べる
◎ さまざまな調査の特性を知ることができる

ここが

ポイント
!!

はじめに――本書のねらいと使いかた

　第Ⅰ部　フィールドに出かける
第１章　インタビュー調査によって
　　　　得られた語りを分析する
　１ インタビュー調査という方法
　２ インタビュー調査の進めかた
　３ 語りから知見を生み出す
　４ インタビュー調査にもとづく
　　 社会学研究を実践するために
　　
第２章　現場に身を置いて考える
　　　　――エスノグラフィーという
　　　　　　調査法
　１ エスノグラフィーとはなにか
　２ フィールドワークの実際
　　 ――準備期から中期
　３ 分析して論文を書く――終期
　４ エスノグラフィーの魅力

第３章　フィールドワークを通して
　　　　地域社会を研究する
　１ 地域社会を対象としたフィールド
　　 ワークとは
　２ フィールドワークの進めかた
　３ 地域社会におけるミクロな
　　 人間関係の意味――研究事例１
　４ 都市化・産業化が地域社会に
　　 与える影響――研究事例２
　５ 振り返り――よりよいフィールド
　　 ワークのために

第４章　会話分析でやりとりから
　　　　フィールドを描き出す
　１ 社会はやりとりから成り立っている
　２ 会話分析の視座

　３ 会話分析の手順
　４ やりとりから制度を捉える
　５ フィールドワークで「らしさ」をつかむ
　６ 会話分析入門「一歩前へ｣

　第Ⅱ部　文書資料を読む
第５章　歴史資料に社会を見出す
　１ なぜ歴史をみるのか
　２ 資料の集めかた
　３ 分析の進めかた
　４ 資料の海を「旅」するにあたって

第６章　新聞・雑誌記事から社会を
　　　　読み解く
　１ 新聞・雑誌記事を用いた質的調査の
　　 特徴
　２ 新聞・雑誌記事を用いた分析の手順
　３ 具体的な研究事例⑴
　４ 具体的な研究事例⑵
　５ 新聞・雑誌記事を用いた歴史分析の
　　 魅力と注意点

第７章　公的な文書資料から社会規範を
　　　　読み解く
　１ オーソライズされた言説を読み解く
　　 意義
　２ 具体的な調査のイメージ
　３ 研究事例から
　　 ――教科書や公文書の分析
　４ 研究事例から
　　 ――母子健康手帳と副読本から
　　　　 母親への期待を読み解く
　　
第８章　社会のなかの学説をみる
　　　　――先行研究の「奥」を読む
　１ 先行研究の検討のその先へ

　２ 先行研究に線を引く
　３ 学説を社会的背景とともに捉える
　４ 研究事例
　５ 故きを温ねて新しきを知る

　第Ⅲ部　量的データを使う
第９章　調査票調査とデータ分析で
　　　　把握する
　１ 調査票調査と社会統計の基礎
　２ 調査の具体的な手順
　３ データをどう分析するか
　４ 分析結果をどう読むか
　５ 調査研究事例

第10章　公的統計を使って確かめる
　１ 公的統計とはなにか
　２ 既存の集計結果を用いた研究
　３ 公的統計のさらなる活用に向けて
　　
第11章　二次分析を使いこなす
　　　　――利用可能なデータを広げる
　　　　　　ために
　１ 二次分析とはなにか
　２ 二次分析をやってみよう
　３ 研究事例の紹介

第12章　国際比較研究に取り組む
　１ 国際比較研究とはなにか
　２ 国際比較研究の手順
　　 ――どこからどのように
 　　　　手をつけていくのか
　３ 研究事例の紹介

おわりに
索　　引
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B5判美装/232頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-05273-8　2009年7月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる質的社会調査 技法編

谷 富夫／芦田徹郎 編著

質的調査のスタンダードテキスト。調査の技法（デ
ータの収集）・分析の技法をわかりやすく解説。

◎ 社会調査士標準カリキュラムの「Ｆ．質的な分析に関す
 　る科目」に対応
◎ 専門社会調査士標準カリキュラムの「Ｊ．質的調査法に
 　関する演習（実習）科目」でも活用可能

社
会
調
査

まえがき

　第１部　社会調査法概説
Ⅰ　社会調査の意義と目的
　１ 「調べる」ということ
　２ 現代社会と社会調査
　３ 社会調査の歴史
　４ 「社会」ということ
　５「調査」ということ
　６ 社会調査と社会理論
　７ 社会調査の倫理と責任

Ⅱ　質的社会調査の考え方
　１ 質的社会調査とは何か
　２ 質的データの収集
　３ 質的データの分析
　４ 質的研究における〈事実〉
　５ 質的調査と異文化理解
　６ 質的調査と量的調査の関係

　第２部　調査技法
　　　　　――質的データの収集
Ⅲ　フィールドワーク
　１ フィールドワークとは何か
　２ フィールドに入る
　３ データ収集の手法
　４ どう分析し理論化するか

Ⅳ　参与観察法
　１ 参与観察とは何か
　２ 参与観察の手順
　３ 参与観察　実践のポイント
　４ 参与観察をまとめる
　５ アクション・リサーチ
　６ アクション・リサーチの実例

Ⅴ　ワークショップ
　１ ワークショップとは何か
　２ ワークショップの目的と手法
　３ 全体の企画・進行管理
　４ ファシリテーターと進行の工夫
　５ 課題認識の方法と
　　 ワークショップの実践例

Ⅵ　インタビュー
　１ インタビューがあきらかに
　 　すること
　２ インタビューの種類
　 　――構造化の程度から
　 　　　認識枠組みの区分へ
　３ 相互行為としてのインタビュー
　４ アクティヴ・インタビューの
　 　方法
　５ インタビューの実際
　６ インタビューの経験

　第３部　分析技法
　　　　　――質的データの分析
Ⅶ　ライフヒストリー分析
　１ ライフヒストリー分析とは何か
　２ ライフヒストリーが作品に
　　 なるまで①
　　 ――在日朝鮮人の調査研究を
　 　例として調査：対象に肉迫する
　３ ライフヒストリーが作品になる
　 　まで② 
　 　――在日朝鮮人の調査研究を例
　 　　　として分析：
　 　　　類型と仮説を模索する
　４ 分析を終えてインタビューの
　 　過程をふりかえる
　５ どのようなテーマがライフ
　 　ヒストリー分析に向くのか
　６ ライフヒストリーの共有に
　 　向けて

Ⅷ　会話分析
　１ 会話分析とは何か
　２ 会話データの収集
　３ トランスクリプト
　４ 順番取りシステムとしての会話
　５ 隣接ペアと活動の連鎖の組織化
　６ 非対称性と成員カテゴリー分析

Ⅸ　内容分析
　１ 内容分析とは何か
　２ 内容分析を用いる推論の枠組み

　３ テーマから分析対象を選ぶ
　４ サンプリングとコーディング
　５ 予備調査と信頼性
　６ 分析と検証

Ⅹ　質的データのコンピュータ・
　　コーディング
　１ インタビューからライフ
　 　ヒストリーへ
　２ 質的データ分析に用いられる
　 　ソフトウェア
　３ 計量テキスト分析の利点と欠点
　４ グラウンデッド・セオリーと
　 　計量テキスト分析
　５ コーディングのプロセス
　６ 計量テキスト分析の例

Ⅺ　質的データ解析支援の方法論
　１ 質的データの方法論
　２ 質的データの解釈分析法
　３ デキゴトバナシ比較分析
　４ デキゴトバナシ比較分析の工夫
　５ デキゴトバナシの掘り下げ
　６ 二次分析としての解釈支援型
　 　フォーマライゼーション

　第４部  質的調査の現場
Ⅻ　質的調査の実際①
　　――調査の企画からデータ素材
　　　　の収集まで
　１ 調査の企画
　２ 調査の設計
　３ 調査の依頼
　４ 参与観察法によるデータ素材の
　 　収集
　５ インタビューによるデータ素材
　 　の収集

�　質的調査の実際②
　　――データの作成から
　　　　論文の執筆まで
　１ データの作成
　２ テープ起こし

　３ データの分析①
　 　――オープン・コーディング
　４ データの分析②
　 　――焦点をしぼったコーディング
　５ 論文の執筆

�　質的調査の応用
　１ 質的調査の応用とは何か
　２ 施策立案と質的調査
　３ セラピーとしての質的調査

�　質的調査と調査倫理
　１ プライバシーと個人情報保護
　２ 学会，市場調査業界の
　 　倫理規程等
　３ ラポール
　　 ――調査者–調査対象者の関係
　４ 質的調査の立場と倫理

あとがきに代えて
　――星の王子さまとアンケート
索　引



B5判美装/244頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-05844-0　2010年11月刊行

質的調査方法の入門書。「調査の進行プロセス」（問
題設定～レポート作成）をわかりやすく解説した標
準テキスト。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる質的社会調査 プロセス編

谷 富夫／山本 努 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 「社会調査士」に対応
◎ 「専門社会調査士」にも対応
◎ 『よくわかる質的社会調査 技法編』の姉妹編

社
会
調
査

まえがき
　
　第１部　質的社会調査概説
Ⅰ　質的社会調査の方法と意義
　１ 質的社会調査とは何か
　２ 調査技法
　３ 分析技法
　４ 異文化理解の扉を開ける
　５ 仮説を索出する
　６ 仮説の確からしさを高める

Ⅱ　名著に学ぶ質的社会調査
　１ 社会改良家の社会調査と
　　 社会科学者の社会調査
　２ 質的社会調査の必要性
　３ 質的社会調査の代表的研究
　４ 代表的研究例から学ぶ

Ⅲ　社会調査のタイポロジー
　１ 社会調査とは何か
　２ 社会調査は客観性を重んじ，
　　 意味把握をめざす
　３ 「文書」の収集
　　 ――データの源泉①
　４ 「人間」の観察
　　 ――データの源泉②
　５ 社会調査の３つの方向性
　６ 社会調査の方法
　７ 社会調査の意義

　第２部　問いを立て，技法を選ぶ
Ⅳ　問いを立てる
　１ 問題意識を育てる
　２ 「良い問い」とは何か
　３ 「良い問い」を作ろう
　４ 仮説とは何か
　５ 仮説を生み出す
　６ 質的調査と量的調査は
　　 どのように違うのか
　７ 質的調査と量的調査の関係を
　　 考える

Ⅴ　先行研究に学ぶ
　１ 社会調査における文献研究の
　　 意義

　２ 文献資料の種類を知る
　３ 文献資料を探す
　４ インターネットで検索する
　５ 図書館を利用する
　６ 文献資料の扱い方

Ⅵ　技法を選ぶ
　１ 「技法を選ぶ」ということ
　２ 研究プロセスのなかで選ぶ
　　 ――探索の段階と立証の段階
　３ 目的に沿って選ぶ，
　　 対象によって選ぶ
　４ テーマによって，対象との関係
　　 によって，できること／
　　 できないこと
　５ 聞き取り調査の技法の選び方
　６ 聞き取り調査以外の技法の
　　 選び方

第３部　現地に入り，記録する
Ⅶ　フィールドに入る
　１ フィールドに入るということ
　２ フィールドへの入り方
　３ 対象者との出会い
　４ フィールドに入る前に
　　 必要なこと
　５ 調査への理解と協力を
　　 得ること
　６ 調査対象者と面会するための
　　 準備
　７ フィールドワークの後に
　　 必要なこと

Ⅷ　フィールドワークを楽しむ
　１ 夢のフィールドへ出発！
　２ キャッチするための工夫と
　　 楽しさ
　　 ――インタビュー①
　３ 残り者には福があり
　　 ――インタビュー②
　４ 犬棒調査の勧め
　５ 交流・体験する楽しさ
　６ フィールドを離れても調査活動
　　 はつづく

Ⅸ　フィールドノートを作成する
　１ フィールドノートとは何か
　２ 現場での記録作業
　３ フィールドノートの書き方
　４ ノートに何を書くか
　５ 対象者の世界を知るために

Ⅹ　インタビューを記録する
　１ インタビューを記録するための
　　 準備
　２ インタビューを開始する前に
　３ フェイスシートを取る
　　 ――ライフヒストリー・
　　 　　インタビューの実際①
　４ フリートーキング
　　 ――ライフヒストリー・
　　 　　インタビューの実際②
　５ インタビューを終える

Ⅺ　ビジュアルに記録する
　１ ビジュアルに記録するまで
　２ ビジュアル記録の機材と
　　 その準備
　３ 静止画像の記録方法
　４ 動画の記録方法
　５ フィールドでの利用と保存

第４部　データを処理して，
　　　　報告書を作成する
Ⅻ　インタビュー記録を利用する
　１ インタビュー記録の作成
　２ ライフヒストリーの
　　 トランスクリプション
　３ インタビュー記録の
　　 データベース化
　４ データベースの書式
　５ 目次の作成とストーリーライン
　　 の提示
　６ コーディングと類型化
　７ 動機理解の方法
　　 ――事実経過と類型構成

�　ビジュアルな記録を利用する
　１ ビジュアルとは？
　　 ――ビジュアル素材と
　　 　　ビジュアル調査法
　２ ビジュアル素材の利用法
　　 ――現地調査（実査）の場面で
　３ ビジュアル素材のデータ化
　　 ――素材からデータへ
　４ ビジュアル・データの分析／
　　 解釈法①
　　 ――主なアプローチ①
　５ ビジュアル・データの分析／　
　　　 解釈法②
　　 ――主なアプローチ②
　６ ビジュアル調査法の可能性
　　 ――有効活用をめざして

�　報告書を作成する
　１ 手続きの明記
　２ 構成
　３ 記述・表現方法
　　 ――聞き取り調査
　４ 完成に向けて
　５ トラブル

�　調査倫理をふまえる
　１ 社会調査と個人情報保護
　２ 調査倫理の基本原則
　　 ――綱領・指針（ガイドライン）
　３ 質的調査における倫理
　４ 質的調査の倫理的ディレンマ

あとがきに代えて
――質的調査の意味と学び方を
　　めぐって
人名索引／事項索引
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１歩前からはじめる
「統計」の読み方・考え方［第２版］

神林博史 著
ここが
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!!

◎ ２色刷りで，グラフや統計手法の考え方を紹介
◎ 経済，経営，医療など，各種統計学に通底する基本部 
 　分を扱っている。日本統計協会「統計検定」4 ～ 3 級
 　の内容に対応
◎ 使用データをアップデートし，度数分布表，ヒストグ
 　ラムなど，統計学の基礎を拡充

A5判美装/346頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08478-4　2019年3月刊行

その思い込みは危険です！　これからは「証拠にも
とづいた議論」が必要。統計情報を正確に読み，理
解し，情報を正しく他者に伝える力を身につけまし
ょう。第２版では，データのアップデートに加え，「統
計の基本の基本」の解説をさらに充実。

序　章　なぜ統計のことを
　　　　勉強しなければいけないの？
　１ データ・統計・統計学
　　 ――そもそも「統計」って何だろう
　２ 証拠に基づいた議論をしよう
　３ 統計を勉強すれば，こんないいことが
 　　ある（はず）！
　練習問題

第１章　知ってるつもりの世界と
　　　　統計でみる世界
　１ 世の中って「こんなもの」？
　　 ――見直してみよう！　
　　　　 知ってるつもりの世界
　２ 統計で社会の姿を確認しよう
　　  ――イメージ通り？統計でみる世界
　３ マスメディアの情報とつきあう
　　 ２つのポイント
　練習問題

第２章　「びっくりグラフ」にご用心
　１ 本当は恐ろしい（？）統計学
　２ 大人も知らない（かもしれない）
　　 グラフの基礎知識
　３ 華麗なるびっくりグラフの世界
　４ びっくりグラフにご用心
　練習問題

第３章　わかっているようで意外に
　　　　わかっていない「平均」と
　　　　「パーセント」
　１ どう集計する？
　　 「しあわせハッピーアンケート」
　２ 毎度おなじみ「平均」と「パーセント」
　　 の使い分け方
　３ 平均の性質
　４ 「○％の差」はどうしてダメなの？
　練習問題

第４章　平均だけで大丈夫？「代表値」と
　　　　「ちらばり」のこと
　１ 平均だけでは不十分！

　２ データの「中心」に注目しよう
　　 ――３つの代表値
　３ データの「ちらばり」に注目しよう
　　 ――範囲・分散・標準偏差
　４ 「ちらばり」はこんなふうに役に立つ
　練習問題

第５章　「関係がある」ってどういうこと？
　１ 統計学における「関係」って何？
　２ 「関係」の中身を区別しよう
　３ 因果関係を分析しよう
　練習問題

第６章　本当の原因を探してみよう
　１ 新たな謎「第三の変数」登場！
　２ はくさいの恐怖！その真実は……？
　３ 因果関係のさらに複雑な世界
　練習問題

第７章　その統計は信頼できますか？
　　　　データの6W4H
　１ データの作り方を知ればこんないい
　　 ことがある（はず）！
　２ データの良し悪しを判断するために
　３ 統計の 6W4H を調べてみよう
　練習問題

第８章　定義が変わると数値も変わる
　１ 定義がなければはじまらない
　２ 定義が変わると数値も変わる
　３ 定義と数値の微妙な関係
　練習問題

第９章　誰に聞くかで結果は変わる
　１ 誰に聞けば「世論」がわかるの？
　２ 味見はスプーン１杯で大丈夫
　３ 偏りなく選んでみよう
　練習問題

第10章　その結果は偶然？それとも……？
　１ なぜ偏りなく選ぶことが大切なの？
　２ 偶然の差とそうでない差
　３ 誤差と標本の大きさのやっかいな関係

　練習問題

第11章　聞き方しだいで答えは変わる
　１ 死亡率10％と生存率90％，
　　 どちらの手術を受けますか？
　２ 聞き方しだいで答えは変わる
　３ 「聞き方」の基本
　４ 「誰が聞くか」で答えは変わる
　練習問題

第12章　統計の勘違いに気をつけよう⑴
　　　　――「数値の意味」編
　１ だまされるより怖い（かもしれない）
　　 勘違い
　２ 知ってるつもりの数値に注意
　３ その数値の意味，わかってますか？
　４ 数値を正しく読み解くために
　練習問題

第13章　統計の勘違いに気をつけよう⑵
　　　　――「統計の解釈」編
　１ それって本当はどういう意味？
　２ 初心者注意の２つの勘違い！
　　 「言い替えによる勘違い」と
　　 「主観と客観の混同」
　３ ２つの勘違いが同時発生！
　　 「中流意識」と「総中流社会」の問題
　４ 解釈の勘違いを避けるための２つの
　　 ポイント
　練習問題

第14章　「証拠に基づいた議論」を練習しよう
　１ 知識から実践へ
　２ 「若者の海外旅行離れ」は本当？
　３ 本当の戦いはこれからだ！
　練習問題

高校までの勉強との対応表
今後の学習のためのブックガイド＋
　お役立ち情報ガイド
練習問題解答
注／引用文献／あとがき／索　引
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◎ 好評既刊書を最新情報にアップデート
◎ より現代的なトピックを付加
◎ 古典から最新の研究までをカバー

現代の社会学の全貌を捉えるために，本書は見開き
構成で簡潔明快にその基幹部分を解説していく。好
評既刊の内容を最新情報にアップデートするととも
に，より現代的テーマもとりあげて生きた社会学の
現在を伝える。
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はじめに

Ⅰ　社会学とは何か
　１ 社会学の理念
　２ 社会学の全体構造
　３ 社会学理論とは何か
　４ 他の科学領域と社会学
　５ シンボリック相互行為論：
　　 さまざまな社会学理論１
　６ アルフレッド・シュッツと異文化理解：
　　 さまざまな社会学理論２
　７ 物語論：さまざまな社会学理論３
　８ ドラマトゥルギー・儀礼・スティグマ：
　　 さまざまな社会学理論４
　９ リスク社会について：
　　 さまざまな社会学理論５
　10 信頼：さまざまな社会学理論６
　11 エスノメソドロジーと会話分析：
　　 さまざまな社会学理論７
　12 社会学と社会調査

Ⅱ　〈私〉をめぐる社会学
　１ 自己について
　２ 自我と他者とのコミュニケーション
　３ 第二の近代における自己
　４ 記憶と忘却

Ⅲ　ジェンダーとセクシュアリティをめぐる
　　社会学
　１ 〈女らしさ〉〈男らしさ〉を問い直す
　２ ジェンダーの社会化
　３ ワーク・ライフ・バランス
　４ 政治参画と公共圏
　５ セクシュアリティとは何か
　６ セクシュアリティとアイデンティティ
　７ セクシュアリティと結婚・家族・国家

Ⅳ　若者と子どもをめぐる社会学
　１ 若者たちの「やさしい関係」
　２ 児童・生徒におけるいじめ
　３ インセンティブ・ディバイド
　４ 子どもの貧困
　５ 青年期の長期化と友人関係

Ⅴ　家族をめぐる社会学
　１ 家族の絆とは何か
　２ 結婚の個人化
　３ 夫婦の関係
　４ 親子の関係
　５ 「家」制度から夫婦家族制度，核家族化へ：
　　 家族変動を捉える枠組み
　６ 閉じた家族，開く家族：脱近代家族

Ⅵ　地域をめぐる社会学
　１ 人間にとって都市とは何か：
　　 アーバニズム論の系譜
　２ シカゴ学派：都市社会学の「発生」
　３ コミュニティはどこにあるのか
　４ 都市の死？：ディズニーランド化・
 　　ジェントリフィケーション・郊外

Ⅶ　労働・職場をめぐる社会学
　１ 就業形態の多様化
　２ フォーディズムと労使関係
　３ ポストフォーディズム
　４ 感情労働

Ⅷ　メディアと情報化をめぐる社会学
　１ メディアとは何か
　２ 活字メディアと近代社会
　３ 情報化社会とその実現
　４ スマートフォン時代のインターネット
　５ 情報化社会を捉える理論と方法
　６ 情報化社会の公共性

Ⅸ　階級・階層をめぐる社会学
　１ 階級と階層
　２ 日本の階級・階層構造とその変動
　３ 階級再生産とメリトクラシー
　４ 社会的排除と貧困

Ⅹ　グローバル社会とエスニシティをめぐる
　　社会学
　１ 「エスニシティ」とは何か
　２ 国民国家とその課題
　３ 難民・移民をめぐる諸問題
　４ 多文化社会とその課題
　５ 日本の現状

Ⅺ　社会運動・ＮＰＯ・ボランティアをめぐる
　　社会学
　１ デモと民主主義：社会運動は社会を変える
　２ 社会運動：新しい社会運動とユニオン運動
　３ ＮＰＯ/ＮＧＯと市民社会
　４ 後期近代におけるボランティア活動
　５ 東日本大震災とＮＰＯ・ボランティア

ⅩⅡ　いろいろな社会学
　１ 環境をめぐる社会学
　２ 教育をめぐる社会学
　３ 政治をめぐる社会学
　４ 組織をめぐる社会学
　５ 犯罪をめぐる社会学
　６ 宗教をめぐる社会学
　７ 医療をめぐる社会学
　８ 差別問題をめぐる社会学

ⅩⅢ　社会学の歴史：西欧世界の社会学史
　１ 「社会という謎」の発見：社会学のはじまり
　２ 「理性」からはみ出る社会：
　　 ヴェーバーとデュルケム
　３ 「アメリカ社会」はいかに可能か：
　　 シカゴ学派とパーソンズ
　４ 「わからなさ」の再発見：
 　　パーソンズ以後のアメリカ
　５ 神なき時代の社会学：ヨーロッパの現代へ

研究者紹介
　１ カール・マルクス
　２ エミール・デュルケム
　３ ゲオルク・ジンメル
　４ マックス・ヴェーバー
　５ アルフレッド・シュッツ
　６ タルコット・パーソンズ
　７ ニクラス・ルーマン
　８ ユルゲン・ハーバーマス
　９ ピエール・ブルデュー

さくいん
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テキスト現代社会学［第４版］

松田 健 著
ここが
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◎ 各種資料，データの更新と本文の改訂を行った
◎ 第７章「エスニシティ」，第８章「セックス・ジェンダー・
　 セクシュアリティ」，第12章「産業・組織・労働」を
　 ほぼ全面的に改訂

アメリカの大学における社会学入門の授業に頻出す
る内容を念頭に置き，明快な社会学概説を行う。本
文での重要語句の英語併記や「英語コラム」も設け
てあり，留学して社会学を学ぶ人にも最適。

第４版への序
第３版への序
第２版への序
まえがき

第１章　社会学とは何か
　1-1 ｢社会学」とは
　1-2 ３つの人名
　1-3 主な社会学理論
　1-4 社会学は科学か
　1-5 初期の女性社会学者

第２章　社会調査法
　2-1 調査と社会学
　2-2 実験
　2-3 エスノメソドロジー
　2-4 質問紙調査
　2-5 フィールドワーク
　2-6 既存データの利用
　2-7 個人情報保護法の遵守
　2-8 まとめ

第３章　行為と集団
　3-1 ｢行為」と「行動」
　3-2 行動主義
　3-3 マズローの欲求階層説
　3-4 ウェーバーの行為の４類型
　3-5 合理的選択理論
　3-6 ミードの I と me
　3-7 集団
　3-8 組織
　3-9 官僚組織
　3-10 群衆
　3-11 聴衆・観客
　3-12 大衆
　3-13 社会
　3-14 バーチャル社会

第 4 章　地域社会
　4-1 地域社会学
　4-2 地域に関する諸問題

第 5 章　文化と比較社会
　5-1 規範，サンクション，逸脱
　5-2 社会化

　5-3 アイとミー，地位，役割，
　　　 準拠集団
　5-4 文化
　5-5 文化の関連概念
　5-6 比較社会学について
　5-7 文化の研究

第 6 章　社会階層
　6-1 社会階層のいくつかの例
　6-2 社会階層の理論
　6-3 日本の社会階層

第 7 章　エスニシティ
　7-1 人種と民族とネーション
　7-2 民族関係のパターン
　7-3 緊張した民族関係のパターン
　7-4 日本のエスニシティ

第 8 章　セックス・ジェンダー・
　　　　セクシュアリティ
　8-1 ジェンダーの認識
　8-2 性別による不平等への視点
　8-3 主として女性が被害を受ける
　　　 犯罪的行為
　8-4 セクシュアル・ハラスメント
　8-5 日本における性別役割分業の
　　　諸問題
　8-6 多様な性
　8-7 性的指向と性表現
　8-8 “LGBT…”？

第 9 章　家族と社会
　9-1 家族に関する概念
　9-2 日本における結婚と家族
　9-3 多様化する家族
　9-4 家族における諸問題

第10章　社会的逸脱論
　10-1 逸脱という概念について
　10-2 逸脱研究の変遷
　10-3 犯罪のタイプと日本の犯罪

第11章　教育と社会
　11-1 教育・教育学・教育社会学
　11-2 教育社会学の主な理論

　11-3 現代日本における教育の
　　　 諸問題

第12章　産業・組織・労働
　12-1 大量生産：テイラー主義と
　　　 フォード方式
　12-2 人間関係学派
　12-3 ポスト・フォード方式
　12-4 日本的経営法とその行方
　12-5 労働の諸問題
　12-6 日本を取り巻く経済環境の
　　　 動向

第13章　政治と社会
　13-1 基本概念
　13-2 服従の心理
　13-3 変動する世界における
　　　 日本の政治

第14章　宗教と社会
　14-1 主な理論と宗教社会学の
　　　 概念
　14-2 世界の宗教
　14-3 現代日本の宗教

第15章　福祉と社会
　15-1 貧困
　15-2 経済領域における国家の
　　　 役割
　15-3 福祉国家
　15-4 日本の社会保障

第16章　コミュニケーションと社会
　16-1 コミュニケーションの理論
　16-2 脱工業化社会論と
　　　 情報社会論
　16-3 デジタル情報
　16-4 インターネット
　16-5 デジタル・ネット社会の
　　　 光と影

第17章　人口・環境・災害
　17-1 人口学の主な理論
　17-2 世界の人口問題
　17-3 日本の人口ピラミッド

　17-4 環境問題と社会学
　17-5 世界と日本の環境問題
　17-6 災害の社会学

第18章　日本人論
　18-1 日本人論とは
　18-2 日本人が見た日本
　18-3 外国人が見た日本

付録 1　ＩＣＴ時代の社会学
　付録 1-1 社会調査とICT機器
　付録 1-2 社会学とインターネット

付録 2　留学して社会学を学ぶ
　付録 2-1 学部での留学
　付録 2-2 大学院での留学

引用・参照文献リスト
人名索引／事項索引
人名索引（欧文）／事項索引（欧文）

英語コラム
　１ “revolution”　
　２ “− ization”　
　３ “data”　
　４ “local”は「地方」か？　
　５ “normal”　
　６ ジム・クロウ（Jim Crow）法
　７ “international” と “global”　
　８ 見合い結婚　
　９ “revisionism”　
　10 “anime”　

コラム
　１ 社会は実存する？　
　２ ミュージシャンの社会学者　
　３ ｢アメリカン・ドリーム」の映画
　４ ｢世界の工場｣　
　５ ｢一億｣　
　６ 自己成就的予言　
　７ ｢被害者なき犯罪｣　
　８ 社会学の間違い答案

A5判美装/400頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09360-1　2022年3月刊行



A5判美装/372頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09388-5　2022年12月刊行

本書は，歴史と理論を縦軸に，各論の社会学と社会
調査法を学ぶ。日本の事例で書かれたアメリカ型の
社会学テキスト。自学自習が可能で大学院入試，公
務員試験にも対応。理論と実践，そして調査法と１
冊で総合的に学べるテキスト。

◎ 理論から歴史，各論，社会調査法まで網羅的に学ぶ
◎ 大学院入試，公務員試験にも対応する
◎ 自学自習が可能なアメリカ型テキスト
◎ 講義用パワーポイントを準備しています

入門 社会学

李 侖姫／渡辺 深 著
ここが

ポイント
!!

はしがき

序　章　社会学とは何か
　１ 社会学はつながりの学問
　２ 社会学の５つの基本的概念
　３ 社会学的視点から授業
　　 （クラス）を観察してみよう
　４ 社会学の分析レベル

第１章　社会学の基本的問いと
　　　　社会学の起源
　１ 社会学の基本的問い
　２ 社会学の起源
　３ 著名な社会学者

第２章　科学としての社会学
　１ 「科学」とは何か
　２ 概念と理論
　３ 理論の検証
　４ デュルケームの自殺論

第３章　社会学理論
　１ 機能理論
　２ 紛争理論
　３ 象徴的相互作用理論
　４ 交換理論／合理的選択理論

第４章　文　化
　１ 文化とは何か
　２ 文化の特性と５つの基本的
　　 要素
　３ 文化と消費

第５章　集団・地位・役割
　１ 集団とは何か
　２ 相互作用と社会構造

第６章　ネットワーク
　１ ネットワークとは何か
　２ ネットワーク概念
　３ ２つのタイプのネットワーク
　　 の構造と機能

第７章　社会化
　１ 社会化とは何か
　２ ミードの３つの発達段階
　３ 社会化をもたらす要因
　　 （エージェント）
　４ 成人の社会化

第８章　家　族
　１ 家族とは何か
　２ 結婚と夫婦関係

第 9 章　組　織
　１ 組織とは何か
　２ ウェーバーの官僚制
　３ 官僚制の逆機能

第10章　ジェンダー
　１ ジェンダーとは何か
　２ ジェンダーの社会化
　３ ジェンダーの階層化
　４ 日本におけるジェンダーの
　　 階層化

第11章　ライフコース
　１ ライフコースの視点
　２ 個人と世代と時代
　３ 日本の世代間の比較

第12章　逸　脱
　１ 逸脱とは何か
　２ 誰が逸脱者になるのか
　３ 日本の犯罪

第13章　社会階層
　１ 階層とは何か
　２ 社会移動と階層システムの
　　 タイプ
　３ 日本の不平等

第14章　宗　教
　１ 宗教の基本的要素
　２ 宗教と社会秩序
　３ 宗教と近代化
　４ 教会とセクト
　５ 宗教の世俗化
　６ 信仰の社会的剥奪理論
　７ 世界と日本の宗教

第15章　社会変動
　１ 社会変動とは何か
　２ 発展に関する理論
　３ 社会変動の原因

第16章　社会調査
　１ 理論と調査の関係
　２ 調査デザイン
　３ デュルケームの自殺論
　４ サーヴェイ法
　５ 実験法
　６ 観察法
　７ 文書分析

人名・事項索引

新　刊

社
会
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本書は，これまでの社会学がいったいどのような問
題関心のもとでどのような探求を展開し，何が知ら
れ，何が未解決として残されているかを最新の知識
を踏まえて説く社会学への入門の扉。

◎ これまでの社会学が何を明らかにしてどういう学問
　 的な成果を挙げてきたかを丁寧に解説
◎ 社会学の最先端ではいかなる問題意識でどのような
　 研究が遂行されつつあるのかを分かりやすく紹介
◎ 古典的な社会学の到達水準を踏まえつつ，それを公
　 正かつ批判的に継承する

社会学入門

盛山和夫／金 明秀／佐藤哲彦／難波功士 編著
ここが

ポイント
!!
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はじめに

第１章　社会学とは何か
　１ 共同性の学としての社会学
　２ 近代社会と社会学の成立
　３ 実証的研究の発展と理論的統合の挫折
　４ 現代社会学の展開と課題
　５ 学問としての社会学

第２章　自己と社会
　１ 社会学の対象としての自己――ミードの自己論
　２ 相互行為儀礼と自己――ゴッフマンの自己論
　３ 自己の変容についての理論
　４ 物語としての自己
　５ 多元化する自己

第３章　家族とジェンダー
　１ 家族とジェンダーの深いかかわり
　２ 変わりゆく家族を捉えるこころみ
　３ 新しい歴史学とジェンダー
　４ 現代の家族と残された課題

第４章　市民社会と公共性
　１ 公共性についての社会学的問い
　２ 公共性と市民社会の歴史的展開
　３ 公共圏・市民社会と社会学における理論展開
　４ 公共圏と市民社会の課題

第５章　階級・階層
　１ 階級・階層とは何か
　２ 階級論と階層論
　３ 階級・階層研究は何を問題にしてきたのか
　４ 日本の階級・階層研究は何を明らかにしてきたのか
　５ 階級・階層研究の現在

第６章　教育と労働
　１ 「教育と労働」における基本的問題
　２ 社会経済的背景と教育達成
　３ 学校から仕事への移行
　４ 日本における働き方

第７章　都市と地域社会
　１ 人口減少とコンパクトシティ
　２ 都市の成長と都市の空間構造
　３ 都市はコミュニティを衰退させているのか
　４ 日本の都市・地域研究
　５ 都市の政治経済的分析
　６ 都市・地域研究の課題

第８章　社会運動
　１ 社会運動へのさまざまなアプローチ

　２ 合理性／非合理性への着目
　　 ――集合行動論と資源動員論
　３ アイデンティティへの着目
　　 ――「新しい社会運動」論
　４ 資源動員論のさらなる展開
　５ 現代の社会運動の持つ意義

第９章　エスニシティ
　１ エスニシティをめぐる３つの根源的な問題意識
　２ 人種や民族と呼んでよいのかという戸惑い
　　 ――エスニシティの内実論
　３ なぜ同化しないのかという驚き
　　 ――エスニシティの形成論
　４ 何を求めているのかという疑問
　　 ――エスニシティの運動論
　５ 日本におけるエスニシティ

第10章　福祉国家と社会福祉
　１ 福祉社会の成立と福祉の社会学
　２ 福祉の思想と論理
　３ ソーシャルワークとその理念
　４ 福祉国家の危機とレジーム論
　５ 福祉社会のゆくえ

第11章　貧困と社会的排除
　１ 社会的排除論の背景
　２ 貧困や社会的排除はどのように調査されてきたか
　３ 障害者の自立生活運動
　４ 包摂の行方

第12章　セクシュアリティ
　１ セクシュアリティとは何か
　２ セクシュアリティ研究の歴史
　３ セクシュアリティ研究の展開
　４ ジェンダー研究との交差
　５ 性の多様性

第13章　健康と医療
　１ 健康と医療
　２ 医療社会学の基礎概念
　３ 医療社会学の焦点
　　 ――精神医療，慢性病経験，健康格差
　４ 健康と医療をめぐって
　　 ――医療社会学の到達点と展望

第14章　環境と科学技術
　１ 科学技術と環境をめぐる問題
　２ 環境問題に対する社会学的アプローチ
　３ 科学技術に対する社会学的アプローチ
　４ リスク社会における社会的意思決定

第15章　災害とボランティア
　１ 災害はなぜ社会学の対象になるのか
　２ 災害サイクルと社会学的災害研究
　３ 災害ボランティアと被災者への寄り添い
　４ 災害に対して社会学は「役立つ」のか

第16章　メディアと文化
　１ メディアとは，文化とは
　２ メディアを産み出す社会
　３ メディアを介した文化
　４ メディアが産み出す社会
　５ メディアと文化を社会学するとは

第17章　宗教
　１ 宗教社会学の基本的な考え方
　２ 現代日本の宗教の概況
　３ 変化にさらされる宗教
　４ 現代宗教の新しい意義

第18章　犯罪と逸脱
　１ 売春をどう考えるか
　２ 「犯罪とは何か」という問い
　３ 逸脱研究の基礎的発展
　４ 逸脱研究の新展開
　５ 犯罪と現代社会

第19章　政治と国家
　１ 政治は選挙とデモだけなのか
　２ 国民国家の形成と暴走
　３ 冷戦と民主主義の多様化
　４ ポスト・フォーディズムとグローバリゼーション
　５ 討議と決定

第20章　グローバリゼーション
　１ グローバリゼーションとは何か
　２ 1980年代――地球規模の課題の出現
　３ 1990年代――自由化という不自由
　４ 2000年代――テロ以後の国際秩序
　５ 社会学の新たな課題

第21章　社会学の理論と方法
　１ 理論と方法をめぐる模索の歴史
　２ 社会学にはどんな理論があるか，もしくはあったか
　３ 社会調査の意義と方法
　４ 経験科学から構想の学へ

索　　引



A5判美装/306頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08141-7　2018年5月刊行

自分自身の〈問い〉を発見し，手放さずに考えつづ
けるにはどうしたらよいのだろうか。社会が他でも
ありうる可能性を開く新たな社会学的想像力への入
門書。ここからあなたの社会学がはじまる。

◎ 具体的な〈問い〉から社会学を学べる
◎ 社会学の多様な領域をカバー
◎ 基礎知識の習得に最適

はじまりの社会学
―― 問いつづけるためのレッスン

奥村 隆 編著
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はじめに

第１章　社会と社会学
　　　　――社会学は社会のどこで生まれるか
　１ 社会が姿をあらわすとき
　２ 社会学の二重焦点性
　３ 社会学的想像力のかたち

第２章　相互作用と自己
　　　　――〈自分らしく生きる〉とは
　　　　　　どういうことか
　１ 別のパースペクティブに立ってみる
　２ 鏡のなかの〈私〉
　　 ――自己イメージはどのようにつくられるのか
　３ 関係のなかの〈私〉――役割取得と他者理解
　４ 映画を社会学的に観る
　５ 自己の多元化は進んでいるのか
　６ 形のある〈私〉と形のない〈私〉　

第３章　家族と親密な関係
　　　　――「フツーの家族」は普通なのか
　１ 「フツーの家族」とは
　２ 結婚の内側で
　３ 結婚のはざま／外側で
　４ 家族は多様化しているのか，という問い
　　 へのひとまずの答え

第４章　ジェンダーとセクシュアリティ
　　　　――男社会の構造は変わりうるか
　１ 男／女であること――性別二元制の世界
　２ 『大奥』における「男女逆転」　
　３ 逆転の構図⑴――働くこと
　４ 逆転の構図⑵――愛すること
　５ 他でもありえた世界

第５章　労働と企業組織
　　　　――働くことは喜びか，苦しみか
　１ 就職には夢も希望もないのか
　２ 「働くこと」をめぐって
　３ 戦後の日本社会における「働くこと」
　４ 「手段」でも「目的」でもなく

第６章　環境と科学技術
　　　　――環境は成長と開発の呪縛を解く
　　　　　　ことができるか
　１ 自然と対話する身体・環境というトポス

　２ 在地の倫理と技術の方向づけ
　３ 「もはや戦後ではない」社会で起こったこと
　　 ――公害の噴出
　４ 「時間」から解く「成長の魔術」
　５ 「開発の錬金術」を乗り越える

第７章　医療・保健・福祉
　　　　――病いや障害は「不幸」なことなのか
　１ あたりまえなほどの刷り込み
　２ 近代医療システムと医療化論
　３ 障害者運動と障害の社会モデル
　４ 地域包括ケアの時代において
　５ 過去の理論がもつ潜勢力

第８章　逸脱と社会病理
　　　　――私たちはなぜ「よくないこと」を
　　　　　　しないのか
　１ 社会や人間を映す鏡
　２ 逸脱と社会規範
　３ 身近な例から考える
　４ 身近な素材を通して考える
　５ 社会を見失う

第９章　階層・階級・不平等
　　　　――親から子どもへ格差が受け継がれ
　　　　　　やすいのはなぜか
　１ 現代日本における不平等をめぐる諸問題
　２ 不平等をとらえる概念
　３ SSM調査と不可視化されてきた問題
　４ 階層・階級再生産の主なモデルと理論
　５ これからの階層研究

第10章　都市とコミュニティ
　　　　――都市研究には社会学のどんな姿が
　　　　　　映しだされているか
　１ 社会学はなにをしようとする学なのか
　２ 問題としての都市
　３ コミュニティ問題・下位文化論・マルクス
　　 主義的都市社会学
　４ 都市「で」研究する

第11章　グローバリゼーションとエスニシティ
　　　　　――社会や社会学理論にどのような
　　　　　　　変化をもたらしたか
　１ グローバリゼーションとエスニック・
　　 コミュニティの形成

　２ 外国人住民の増加と研究対象としての
　　 エスニック集団
　３ エスニシティとはなにか
　４ 同化主義と多文化主義
　５ グローバリゼーションと反グローバリズム
　６ 近代世界システムとグローバル・シティ
　７ トランスナショナルな視点

第12章　文化と宗教
　　　　――宗教は所属を生むか，孤独を生むか
　１ 所属と孤独――個人的な経験から
　２ 孤独を生む宗教／所属を生む宗教
　　 ――社会学は宗教をどうとらえてきたか
　３ 所属と超越性のあいだ
　　 ――日本人は無宗教なのか
　４ 所属なき信仰のゆくえ
　　 ――世界は世俗化しているか

第13章　メディアとコミュニケーション
　　　　　――「民意を問う」とはどういうことか
　１ マスコミュニケーション研究と社会学
　２ メディア・民意・社会学
　３ 現代のメディアと理論

第14章　社会運動と NPO ／ NGO
　　　　――市民は社会を変革できるか
　１ 社会運動の興隆と理論
　２ 日本の長い1960年代
　　 ――市民運動／住民運動の登場
　３ 阪神・淡路大震災と社会運動
　　 ――ボランティア元年と NPO ／ NGO
　４ ポスト 3．11の社会運動
　　 ――ボランティア活動の展開と反原発・
　　　　 反安保の社会運動
　５ 社会運動の可能性

第15章　国家・権力・公共性
　　　　――パラリンピックはなにを夢見るのか
　１ オリンピック・戦争・パラリンピック
　２ オリンピックは戦争型権力か
　３ パラリンピックは戦争型権力か
　４ 人々の公共性と参加の平等性
　５ パラリンピックが見る夢

索　　引



初学者が知識を獲得するだけでなく，社会学におい
て必要とされる方法を身に付けることができるよう
に構成されている。提示される問いの答を導くこと
を繰り返し，多面的に物事を考察する方法を習得す
ることが本書の目的である。

ジレンマの社会学

三隅一人／高野和良 編著

A5判美装/288頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08977-2　2020年10月刊行
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◎ セメスター制，クォータ制のどちらにも対応
◎ ロジカルシンキングやクリティカルシンキングの
　 トレーニングにも適した教科書

社
会
学

はじめに

　第Ⅰ部　生活のジレンマ
第１章　つながりのジレンマ
　１ 絆が求められる社会
　２ コミュニティへの期待と実態
　３ コミュニティと社会的統合
　４ 社会的統合と社会問題
　５ 緩やかな社会的統合

第２章　どうすれば献血者は増えるのか
　１ 献血の概況
　２ どうすれば血液は集まるのか
　３ 社会的連帯の形成に向けて

第３章　教育で貧困の世代的再生産が
　　　　防げるのか
　１ 貧困と不平等の違い
　２ 子どもの貧困
　３ 「子どもの貧困」への政策的対応
　４ “機会の平等”で貧困はなくしうるか
　５ “教育”と貧困をめぐるジレンマ
　６ 教育の不可能性と可能性

第４章　なぜ都市への人口集中が続くのか
　１ 農村への関心の高まりと過疎問題の
　　 深刻化
　２ 物的・経済的要因
　３ 社会的要因
　４ 心理的要因
　５ 過疎問題解決へ向けたいくつかの論点

　第Ⅱ部　家族のジレンマ
第５章　なぜ私たちは母親の頑張りを
　　　　求めるのか
　１ 育児における矛盾する見解
　２ 育児責任を引き受ける母親たちの苦しみ
　３ 母親たちの苦しみを乗り越えるために

第６章　シングルマザーの貧困はなぜ
　　　　解消されないのか
　１ 福祉国家とジェンダー

　２ シングルマザーの貧困とその背景
　３ シングルマザーに対する政策とその問題
　４ ジェンダー平等な福祉を実現する
　　 ために

第７章　性的少数者にとって家族は
　　　　どのような存在か
　１ パートナーシップ制度と同性婚
　２ 様々な同性婚反対論
　３ 「レズビゲイ家族」のもつ可能性
　４ 戦略的な同性婚要求
　５ 「ケアの倫理」の立場から

第８章　家族の負担にならない自宅死は
　　　　実現できるか
　１ 自分の死に方は自分で選択できるか
　２ 家族の負担からみた自宅での最期
　３ 終末期ケアの担い手としての家族の
　　 負担とは
　４ 自宅で最期を迎えたいという願いを
 　　実現するために
　５ 死と向き合う社会へ

　第Ⅲ部　組織のジレンマ
第９章　雇用形態の多様化は女性に
　　　　労働の自由をもたらすのか
　１ 増える非正規労働者
　２ 正規労働者になりたがらない女性たち
　３ 求められる構想力

第10章　給与が増えれば介護職は魅力的な
　　　　仕事になるのか
　１ 介護職の人材不足の背景
　２ 介護職と看護師の違い
　３ 新たな専門性の問題提起
　４ 介護職の社会的承認

第11章　自主性を重んじるとチームは
　　　　強くなるのか
　１ 機能集団としての運動部
　２ 自主性と規律のジレンマ
　３ リーダーシップＰＭ論

　４ 条件即応モデル
　５ リーダーを演じる難しさ

第12 章　災害時になぜデマが駆け巡るのか
　１ 流言を前に問われるべきこと
　２ 流言とは何か
　３ 情報社会と流言
　４ ジレンマと向き合うために

　第Ⅳ部　共生のジレンマ
第13章　特定の集団への悪感情を
　　　　どう考えるか
　１ 悪感情をめぐる現状
　２ 悪感情をもつことは問題なのか
　３ 悪感情はどのように生じるのか
　４ 悪感情をなくすために何ができるのか

第14章　死や災害に関する観光地に
　　　　なぜ人は集まるのか
　１ 観光の時代？
　２ ダークツーリズムとは
　３ ゲスト／ホストの視点とダーク
　　 ツーリズム
　４ ダークツーリズムをめぐるジレンマ

第15章　多文化主義はなぜ失敗したのか
　１ 多文化主義の挑戦と衰退
　２ 多文化主義の諸特徴
　３ 多文化主義のジレンマ
　４ ポスト多文化主義のモデル

第16章　幸福のジレンマ
　１ 私化と協働
　２ 社会的ジレンマ
　３ ジレンマ解決のジレンマ
　４ 永遠のテーマとしての幸福のジレンマ

索　　引



A5判美装/216頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
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社会学の教科書。社会学を「社会」を捉えるための
「パースペクティブ（ものの見方）」と捉え，その代
表的理論と社会学を学ぶ事で得られる効果を，アニ
メ・ドラマ等のポップカルチャーを題材にわかりや
すく解説。

◎ アニメ・ドラマ等の現代文化を題材にわかりやすく
　 解説
◎ 社会学を基に「社会」を見る意義・効果を端的に提示

ポップカルチャーで学ぶ社会学入門
―― 「当たり前」を問い直すための視座

遠藤英樹 著
ここが

ポイント
!!
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まえがき
第１章　社会学への招待
　　　　――脱常識的な見方
　１ 社会学の対象と視点
　２ 動機の語彙
　　 ――「キュン死しそうだから」という
　　　　　動機
　３ 認知的不協和
　　 ――楽しくなかったとはしたくない
　４ 自明性を疑うということ
第２章　自我――僕が僕であるために
　１ 「自分」という存在への関心
　２ 社会とアイデンティティ（自分らしさ）
　３ 他者と生きる自分
　４ 「私」はどこにいるのか？
第３章　コミュニケーション
　　　　――僕たちの「想い」は
　　　　　　伝わるのか？
　１ 他者を「理解」するためには
　２ 「理解」＝「誤解」の同型性
　３ エスノメソドロジー
　４ 時代や社会の中で変容する
　　 コミュニケーション
第４章　恋愛
　　　　――二人をつなぐ赤い糸
　　　　　　（コミュニケーション・メディア）
　１ 恋愛の定義
　２ 情熱的なものとしての恋愛
　３ ダブル・コンティンジェントな恋愛
　４ コミュニケーション・メディアとして
　　 の恋愛
　５ 時代や社会の中で変わりゆく恋愛
第５章　ジェンダー
　　　　――男であること・女であること
　１ 「男性らしさ」と「女性らしさ」
　２ ジェンダーとセックス
　３ コンスタティブとパフォーマティブのズレ
　４ 「セクシュアリティ」の変化
　５ 性の問い直し

第６章　家族
　　　　――アニメ・テレビドラマ・映画
　　　　　　にみる家族のかたち
　１ ノスタルジックな家族像
　２ 家族の構造と機能
　３ 近代家族の誕生とゆらぎ
　４ 家族の個人化
第７章　仕事・産業
　　　　――これからの社会における
　　　　　　「承認」のゆくえ
　１ 社会で生きるためのコア
　２ 承認が見えにくくなる社会
　３ 感情労働化する仕事
　４ 労働を越える労働の下で
　５ フォーディズムからポスト・
　　 フォーディズムへ
　６ ＡＩは感情労働的コミュニケーション
 　　の夢を見るか？
第８章　行為
　　　　――僕たちは自由に行為
　　　　　　できるのか？
　１ 行為の社会学
　２ 囚人のジレンマ・ゲーム
　３ 人はなぜ自殺することがあるのか？
　４ 行為の不思議さ
　５ 行為のアイロニー（皮肉）
　６ 自由でないことを越えるために
第９章　メディアと視聴者
　　　　――私たちはテレビドラマを
　　　　　　どう見ているのか？
　１ 視聴者分析
　２ メディアに関するカルチュラル・
　　 スタディーズ
　３ 新たな疑問へ
　４ 「メディア内存在」の私たち
第10章　文化
　　　　――虚構と実在が同期化する
　　　　　　アイドル
　１ 文化産業としてのアイドル文化
　２ アイドルの歴史

　３ 見田宗介による時代区分からみた
　　 アイドル
　４ 文化と社会のつながり
第11章　テーマパーク
　　　　――トランスナショナル・
　　　　　　ディズニー
　１ シミュレーションとしての観光地
　２ シミュレーションを支えるリアルな
　　 仕掛け
　３ アメリカ文化と切り離せない
 　　シミュレーション
　４ 様々な遊び方を発明するゲストたち
　５ トランスナショナルなポピュラー
　　 カルチャー
第12章　都市
　　　　――僕たちが生きる都市のすがた
　１ 都市の不思議
　２ 都市の人間関係における
　　 「儀礼的無関心」
　３ 人びとの想いが集まる都市
　４ 「社会的実験室」としての都市
　５ シカゴ学派からロサンゼルス学派へ
　６ 観光という移動がもたらすインパクト
　７ グローバル社会と都市
第13章　モバイル・ライブズ
　　　　――私たちの社会のすがた・
　　　　　　私たちの生きるかたち
　１ モバイルな社会
　２ 現実＝リアルなものを再編する移動
　　 （モビリティ）
　３ 移動（モビリティ）とデジタル革命
　４ 新しい観光形態へ
　５ 夢見るようにリアリストたれ
終　章　再び社会学への招待
　１ 社会学的想像力
　２ 社会学において大切なこと

さらに理解を深めるためのブックガイド
あとがき
索　　引



社会学全体を行為論，相互作用論，構造論の三層か
らなるものとして捉え，それを縦断するものとして
各領域の研究史を第３部で扱い，第２部は，一つの
領域に限らず，また３つの層を関連させる社会学の
概念をテーマとしたテキスト。

◎ 社会学を学ぶ学生に伝えたい社会学の蓄積，最低限
　 知っておいてほしい先行研究，という観点で整理
◎ 原則見開き 2 頁で見やすい紙面

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる社会学史
早川洋行 編著
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はじめに

　第１部　社会学の基本的視座としての１・２・３
Ⅰ　行為論の社会学史
　１ 理解社会学
　２ 主意主義的行為理論
　３ シュッツ＝パーソンズ論争
　４ パーソンズ以降の行為論の展開
　５ コミュニケーション的行為

Ⅱ　相互作用論の社会学史
　１ 相互作用の原理
　２ 相互作用の機能
　３ 自我の形成
　４ 現象学的社会学
　５ 交換理論
　６ ドラマトゥルギー

Ⅲ　構造論の社会学史
　１ 構造論的アプローチ
　２ モダニティとポストモダニティ
　３ 創生期社会学の構想と構造論的視点
　４ 20世紀社会学と構造機能主義
　５ 21世紀社会の構図と構造論的まなざし

　第２部　個人のなかにある社会，判断行為に
　　　　　ある相互作用，個人を支配する社会
Ⅳ　社会的性格
　１ 文化とパーソナリティ研究
　２ 権威主義的性格
　３ 社会的性格研究の形成と展開
　４ 戦後日本の権威主義研究
　５ 日本文化論の系譜

Ⅴ　準拠集団
　１ 準拠集団論の始まり
　２ 相対的不満から準拠集団へ
　３ マートンの準拠集団論
　４ 予期的社会化と予言の自己成就
　５ シンボリック相互作用論の視点
　６ 応用問題を考える

Ⅵ　イデオロギー
　１ イデオロギーとは染まるものである
　２ 知識と社会

　３ 科学社会学
　４ 日常知の社会学
　５ 近代の終焉と，それ以降
　６ 知識と社会と社会学

　第３部　人間の成長につれて
Ⅶ　家族
　１ 家族研究をめぐって
　２ 現代家族研究の源泉
　３ 関連科学への目配りが必要
　４ 日本における家族社会学の展開
　５ 日本の家族社会学理論
　６ 日本の家族についての諸問題

Ⅷ　環境
　１ 環境社会学の始まり
　２ 環境社会学の主要な問題領域
　３ 環境問題の社会学研究
　４ 環境共存の社会学研究
　５ 社会的不公正への視点

Ⅸ　マスコミュニケーション
　１ マスコミュニケーション社会学前史から
　　 世論，ジャーナリズム
　２ マスメディアの発達と直接効果論
　３ 限定効果論
　４ 効果論の新たな展開
　５ 情報社会論
　６ 現代のマスコミュニケーション
　７ メディア技術の発達と
　　 マスコミュニケーション社会学

Ⅹ　若者
　１ 若者論とは「先取り日本人論」である
　２ 政治と若者
　　――離脱から無政治，迎合へ
　３ 消費と若者
　　 ――消費のパイオニアとして，消費を
　　　　 媒介に自己を確立する
　４ メディア・コミュニケーションと若者
　　 ――メディア媒介によるコミュニケーションの
　　　　 間接化

Ⅺ　ジェンダー
　１ ジェンダー研究の始まり
　２ 性役割または性別役割

　３ メンズ・リブと男性学
　４ 女性政策との関わり
　５ 現代のジェンダー研究

Ⅻ　経営
　１ 近代企業
　２ 大量生産
　３ テイラー主義と人間関係論
　４ 官僚制
　５ 日本的経営

ⅩⅢ　社会的逸脱
　１ デュルケームの理論
　２ シカゴ学派の理論
　３ 緊張理論
　４ 逸脱の文化論
　５ 逸脱の遍在説
　６ ラベリング論
　７ 社会的逸脱の理論のまとめ

ⅩⅣ　都市と地域社会
　１ 都市の膨張と都市社会学の誕生
　２ 日本の農村研究の源流と展開
　３ 戦後日本の都市社会学の展開
　　 ――町内会・コミュニティ・構造分析
　４ 戦後日本社会の民主化・資本主義化と
　　 共同体の変貌
　５ 新しい分析視角
　　 ――脱工業化時代の都市社会学
　　　　 （1970年代後半～1990年代）
　６ 地域再生にむけて

ⅩⅤ　社会運動
　１ 社会学の王道としての社会運動研究
　２ 社会運動の定義と類型をめぐる議論
　３ 社会運動過程の理論
　４ 社会運動の発生と参加の理論
　５ 新しい社会運動理論の登場
　６ 社会運動理論の現在
　７ 日本における社会運動の社会学の展開

索引（人名／事項）



サン= シモンの黎明期からコントに始まり，デュ
ルケムやヴェーバーらによって発展した社会学の
歴史をひもとき，現代の社会問題を考える上での，
社会学的視点を見出す力を身につける。同時に社
会学の基礎的な理論や方法論から応用力を培う。

◎ 著名な社会学者の生い立ちと理論が一目瞭然
◎ 社会を読み解くための学説や理論を学べる
◎ 社会への疑問を社会学の視点で考えることが身につく

松野 弘 監修

社会学史入門
―― 黎明期から現代的展開まで

仲川秀樹 編著
ここが

ポイント
!!
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はじめに
　なぜ，社会学史を学ぶのか
　──「社会学」の誕生と歴史
　　　への理解

　第Ⅰ部　初期社会学思想とは
　　　　　何か
　　　　　──視点・考え方・方法
序　章　C.H. ド・サン = シモン
　　　　──科学と産業に基づく
　　　　　　社会の再組織
　１ サン = シモンの生涯
　２ サン = シモンの思想
　３ サン = シモンの影響

第１章　A. コント
　　　──「社会学」の誕生
　１ コントの生涯
　２ コントの思想
　３ コントの影響

第２章　H. スペンサー
　　　　──進化論思想と社会学
　１ スペンサーの生涯
　２ スペンサーの思想
　３ スペンサーの影響

　第Ⅱ部　中期社会学思想とは
　　　　　何か
　　　　　──視点・考え方・方法
第３章　G. タルド
　　　　──模倣の社会学理論
　１ タルドの生涯
　２ タルドの思想
　３ タルドの影響

第４章　G・ジンメル
　　　　──２は１より古い
　１ ジンメルの生涯
　２ ジンメルの思想
　３ ジンメルの影響

第５章　デュルケム
　　　　──実証的科学としての
　　　　　　社会学の確立
　１ デュルケムの生涯
　２ デュルケムの思想および
　　 研究活動
　３ デュルケムの影響
　　 ──思想・活動の与えた
　　　　 影響

第６章　M・ヴェーバー
　　　　──行為と歴史の理解
　　　　　　社会学
　１ ヴェーバーの生涯
　２ ヴェーバーの思想
　３ ヴェーバーの影響

第７章　K・マンハイム
　　　　──動的で綜合的な
　　　　　　社会学
　１ マンハイムの生涯
　２ マンハイムの思想
　３ マンハイムの影響

　第Ⅲ部　後期社会学思想とは
　　　　　何か
　　　　　──視点・考え方・方法
第８章　T・パーソンズ
　　　　──主意主義と行為
　　　　　　体系論
　１ パーソンズの生涯
　２ パーソンズの思想
　３ パーソンズの影響

第９章　R・K・マートン
　　　　──理論と実証の往還
　１ マートンの生涯と思想形成
　２ マートンの社会学思想
　３ マートンの影響

第10章　G・H・ミード
　　　　──コミュニケーション
　　　　　　と自己
　１ ミードの生涯と思想形成
　２ ミードの社会学思想
　３ ミードの影響

第11章　C・ライト・ミルズ
　　　　──視点を編み直す
　　　　　　「社会学的創造力」
　１ ミルズの生涯
　２ ミルズの思想
　３ ミルズの影響

第12章　H・ブルーマー
　　　　──ジェネリックな
　　　　　　社会学方法論
　１ ブルーマーの生涯
　２ ブルーマーの思想
　３ ブルーマーの影響

　第Ⅳ部　現代社会学思想とは
　　　　　何か
　　　　　──視点・考え方・方法
第13章　アルヴィン・W・グールドナー
　　　　──ラディカル社会学の
　　　　　　レジェンド
　１ グールドナーの生涯
　２ グールドナーの思想
　３ グールドナーの影響

第14章　ピーター・バーガー／
　　　　トマス・ルックマン／
　　　　ハロルド・ガーフィンケル
　　　　──日常生活の探検者
　　　　　　たち
　１ 探検の同志
　　 ──ピーター・バーガーと
　　　　 トマス・ルックマン
　２ 日常会話に世界を見る
　　──ハロルド・ガーフィンケル
　３ バーガー／ルックマン／
　　 ガーフィンケルの影響

第15章　A・ギデンズ
　　　　──構造化と自己
　１ ギデンズの生涯
　２ ギデンズの思想
　３ ギデンズの影響

第16章　J・アレクサンダー
　　　　──行為体系論の再構成
　１ アレクサンダーの生涯
　２ アレクサンダーの思想
　３ アレクサンダーの影響

第17章　A・トゥレーヌ
　　　　──運動・紛争を中心
　　　　　　とした社会学
　１ トゥレーヌの生涯
　２ トゥレーヌの思想
　３ トゥレーヌの影響

第18章　日本の社会学思想と理論
　　　　──輸入学問からの脱皮
　　　　　　と自立
　１ 日本の社会学史の捉え方
　２ 日本の社会学の導入期と
　　 定着期──明治維新から
　　 第一次世界大戦後の社会学
　　 の展開
　３ 日本の社会学の萌芽期と
　　 展開期
　　 ──第二次世界大戦前後の
　　　　 社会学の展開

終　章　これからの社会学史の
　　　　ゆくえ
　　　　──ネオ社会学知の
　　　　　　歴史形成
　１ 社会学史に求められるもの
　　 は何か
　　 ──社会学的な温故知新
　２ 社会学史研究の成果
　　 ──視点と課題
　３ これからの社会学史のゆくえ
　　 ──「理論知」「実践知」
　　　　 「政策科学知」の有機的
　　　　統合化による「ネオ社会 
　　　　学知」の歴史形成

［特別研究編］
　公務員試験社会学分野の研究

おわりに
索引／執筆者紹介
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よくわかる家族社会学
西野理子／米村千代 編著

本書は家族社会学が取り組んできた領域やテーマを
広くとりあげ，家族社会学の理論ならびにその活用
を平明にかつ丁寧に説く。家族社会学という学問領
域のこれまでを見渡すと同時にこれからの可能性ま
でを見通したテキスト。

ここが

ポイント
!!

◎ 基礎知識をおさえたスタンダードな家族社会学テキ
　 スト
◎ 理論とその活用をトピックスにそって平明かつ丁寧
　 に説く
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はじめに

prologue　家族社会学の成り立ち

Ⅰ　家族をとらえる理論と視角
　１ 家族の成立
　２ 親族と家族
　３ 直系家族と夫婦家族
　４ 父系と双系化
　５ 日本の「家」制度と「家」概念
　６ 理念としての核家族化論
　７ 実態としての核家族化論
　８ 家族システム論・家族発達論
　９ 家族ストレス論
　10 近代家族論
　11 ネットワーク論
　12 ライフコース論
　13 臨床的なアプローチ
　14 資源論・交換理論的なアプローチ
　15 家族の個人化
　16 家族のリスク化
　17 公共圏と家族
　18 主観的家族
　19 日本の家族の地域性
　20 世界の中の家族

Ⅱ　結婚：理論から家族をとらえる⑴
　１ 晩婚・非婚化の現状
　２ 晩婚・非婚化を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性
　４ 未婚化
　５ 離再婚

Ⅲ　家事分担：理論から家族をとらえる⑵
　１ 家事分担の現状
　２ 家事分担を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅳ　子の養育：理論から家族をとらえる⑶
　１ 子の養育の現状，社会問題化
　２ 子の養育を説明する諸理論

　３ さらなる理論的展開の可能性
　４ 親と子のつながり

Ⅴ　高齢期のケア：
　　理論から家族をとらえる⑷
　１ 高齢期のケアの現状
　２ 高齢期のケアを説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性
　４ 独居問題

Ⅵ　夫婦間の情緒的関係：
　　理論から家族をとらえる⑸
　１ 夫婦間の情緒的関係の現状
　２ 夫婦間の情緒的関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅶ　中期親子関係：
　　理論から家族をとらえる⑹
　１ 中期親子関係の現状
　２ 中期親子関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅷ　きょうだい関係：
　　理論から家族をとらえる⑺
　１ きょうだい関係の現状
　２ きょうだい関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅸ　祖父母・孫関係：
　　理論から家族をとらえる⑻
　１ 祖父母・孫関係の現状
　２ 祖父母・孫関係を説明する諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅹ　親になること・妊娠と出産：
　　理論から家族をとらえる⑼
　１ 親になること・妊娠と出産の現状
　２ 親になること・妊娠と出産をめぐる
　　 諸理論
　３ 少子化論

　４ さらなる理論的展開の可能性

Ⅺ　家族支援：理論から家族をとらえる⑽
　１ 家族支援の現状
　２ 家族支援をめぐる諸理論
　３ さらなる理論的展開の可能性

Ⅻ　家族と社会
　１ 家族と先祖
　２ 家族と地域
　３ 家族と職業・仕事
　４ 家族と教育
　５ 家族とメディア
　６ 家族とイデオロギー

ⅩⅢ　家族社会学の隣接領域
　１ 人口学
　２ 法学
　３ 福祉社会学
　４ 地域社会学
　５ 教育社会学
　６ 歴史社会学
　７ 歴史人口学
　８ 計量的アプローチ
　９ フェミニズム
　10 計量的な調査
　11 質的な調査

ⅩⅣ　現代家族をめぐる諸問題へのアプローチ
　１ ＤＶ
　２ 子ども虐待
　３ ひとり親家庭
　４ 子どもの貧困
　５ 孤立
　６ ＬＧＢＴ

epilogue　家族社会学のこれから

さくいん
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本書は，近代家族の形成から多様なありかたへと開
かれた現代家族のさまざまな形態までを取り上げ，
家族のいまをやさしく読み解く。好評テキストを最
新の内容に全面リニューアル。

◎ 家族の過去・現在・未来について自分の生き方と社会
　 のあり方を関連づけながら学べる
◎ 多様な家族のありようを知ることができる
◎ 家族事象の解説集として専門的内容をコンパクトにま
　 とめる

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる現代家族［第２版］

神原文子／杉井潤子／竹田美知 編著

ここが

ポイント
!!

社
会
学

はじめに

　第１部　いま，家族ってなんだろう
Ⅰ　家族？
　１ 家族が家族であるための条件
　２ 家族を選ぶ／選ばない／選べない
　３ 人口変動と家族・世帯
　４ 世界における日本の家族の相対化
　５ 家族と法律

Ⅱ　家族のイメージと実像
　１ 家族らしさとは
　２ 形態としての家族・意識としての家族
　３ 客観的家族・主観的家族
　４ 家族の範囲
　５ 実像とイメージの家族変容

　第２部　歴史と家族
Ⅲ　近代につくられた家族
　１ 前近代の家族
　２ 日本の近代家族のおこり
　３ 近代家族とイエ制度
　４ 家庭の生成と主婦の誕生
　５ 近代と家族の生活
　６ 戦前の家族から戦後の家族へ
　７ 戸籍と住民票

　第３部　社会構造と現代の家族
Ⅳ　個人化と共同化
　１ 個人化・個別化・私事化・私秘化
　２ 親族ネットワークと近隣ネットワーク
　　 の変容
　３ 個人化と単身化
　４ セクシュアリティの多様性
　５ 過疎地域における集落と家族
　６ 家族のグローバル化

Ⅴ　功罪・諸相・変わるもの変わらないもの？
　１ 都市労働者家族
　２ 教育する家族
　３ 企業社会と性別役割分業
　４ 階層と家族

　第４部　家族の相対化
Ⅵ　青年を生きる
　１ 社会化とライフコース
　２ 子どもの人権と子ども差別
　３ 学校でのいじめ問題
　４ 少年非行
　５ 子どもの貧困
　６ 社会的養護のもとで育つ子どもたち
　７ 青年である私にとっての親と子
　８ 若者の生と性
　９ 若者にとっての親密な関係は？ 
　10 家族の国際化と子ども
　11 民法のなかの「子ども」

Ⅶ　夫になる，妻になる
　１ 結婚する？　しない？ 
　２ 結婚という選択とジェンダー
　３ 結婚とはなんだろう
　４ 結婚の動向
　５ 多様な性の，カップル関係の多様性
　６ 結婚にかかわる法律――夫婦とは

Ⅷ　夫であること，妻であること
　１ 夫と妻の関係は？ 
　２ 夫妻関係とジェンダー
　３ 家計を支える
　４ 夫婦の距離
　５ 夫妻間コンフリクト
　６ ドメスティック・バイオレンス
　７ 離婚の動向
　８ 離婚に関する法律

Ⅸ　父になること，母になること
　１ 子産み動向
　２ 父と子／母と子
　３ 生殖技術のもたらすもの
　４ 婚外子・無国籍・無戸籍
　５ ステップファミリー
　６ 非血縁親子
　７ 子どもがいないということ
　８ 親になる？　ならない？ 
　９ 法律における親子とはなにか

Ⅹ　父であること，母であること
　１ 教育とジェンダー
　２ 親として生きる――子育てと子育て支援
　３ 母性神話と３歳児神話
　４ 子ども虐待
　５ 教育格差
　６ ひとり親家族
　７ 両親の離婚と子ども

Ⅺ　家族であること，ひとりになること
　１ 高齢期の夫と妻
　２ 親として，子どもとのつきあいや交流
　３ 祖父母と孫
　４ 同居・扶養
　５ 介護
　６ 高齢者虐待
　７ 家族と墓
　８ 人生の終わり方
　９ 親族扶養と相続

　第５部　家族のこれから
Ⅻ　社会が排除している家族そして個人
　１ 日本のマイノリティ家族
　２ 被差別部落の家族
　３ 現代社会の貧困と家族
　４ 障害者家族
　５ 個人と家族を排除する社会の仕組み
　６ リスク社会と家族

ⅩⅢ　開かれた家族
　１ 家族内暴力を超える
　２ ケアの社会化
　３ 社会的格差を超える家族支援とは
　４ 多様なライフスタイルを生きる
　５ 次世代の家族法とは
　６ ｢家族｣ が変わる？　｢家族｣ を超える？ 

さくいん
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる環境社会学［第２版］

鳥越皓之／帯谷博明 編著

人間の活動をとりまく多様な環境を対象とする環境
社会学。本書はさまざまな事例にもとづいて対象の
広がりから研究の方法までを詳解する。好評既刊を
最新の情報にアップデート。

ここが

ポイント
!!

◎ 身近で具体的な事例から考える
◎ 写真や図版で理解を助ける
◎ 多彩なコラムによってさまざまなトピックを知るこ
　  とができる

社
会
学

はじめに

Ⅰ　人間社会と環境を考える
　１ 人間社会にとっての環境
　２ ｢環境問題｣ の発見
　３ 環境の保全と利用
　４ 環境社会学の成立と展開

コラム
　１ エコフェミニズム
　２ 欧米の環境社会学
　３ 東アジアの環境社会学
　４ 環境社会学会の略史

Ⅱ　自然保護を考える
　１ 自然を守るしくみ
　２ 世界遺産は万能か
　３ 野生動物の保護と獣害問題
　４ エコツーリズムのしくみ
　５ 環境ガバナンス

コラム
　５ 奈良のシカ
　６ コウノトリの野生復帰
　７ 生物多様性と自然再生
　８ 赤谷プロジェクト

Ⅲ　身近な自然を考える
　１ 暮らしの変化と自然観
　２ 川は誰のものか
　３ 森林の保全と再生
　４ コモンズという視点
　５ コモンズの再生

コラム
　９ 生活環境主義
　10 子どもの遊びとサブシステンス
　11 中国の森林政策

Ⅳ　生活と水を考える
　１ 生活のなかの水利用
　２ 琵琶湖の水質問題と石けん運動
　３ 河川の近代化と川づくり
　４ 「遠い水／近い水」と水害の記憶

コラム
　12 里川
　13 棚田の水環境史
　14 森は海の恋人

Ⅴ　農と食を考える
　１ ｢農｣ と「食」の変化
　２ 有機農業運動の生成と展開
　３ 消費される農村と地域づくり
　４ 農村女性の起業とエンパワーメント

コラム
　15 遺伝子組換え作物（ＧＭＯ）論争
　16 食の安全・安心
　17 グリーン・ツーリズム
　18 原発事故後の〈提携〉関係

Ⅵ　ゴミ問題を考える
　１ ゴミ問題の登場とその背景
　２ 共有地の悲劇と社会的ジレンマ
　３ リサイクルの取り組みとその課題
　４ グリーンコンシューマー活動

コラム
　19 産廃問題と環境アセスメント
　20 日本と中国の環境意識
　21 ３つのＲ

Ⅶ　環境ＮＰＯ／ＮＧＯ・ボランティア・
　　市民活動を考える
　１ 環境を守る／創るたたかい
　２ 社会運動としての NPO・ボランティア
　３ 環境に関わる市民活動とＮＰＯ／ＮＧＯ
　４ 環境NPOとコミュニティ・ビジネス

コラム
　22 生活クラブ生協の現在
　23 ドイツの原子力施設反対運動
　24 社協とボランティア

Ⅷ　まちづくり／地域づくりと環境を考える
　１ まちづくり／地域づくりの系譜と担い手
　２ 自治体の環境政策とコミュニティ
　３ 実践としてのまちづくり／地域づくり
　４ 大規模災害とコミュニティの行く末

コラム
　25 合意形成とパートナーシップ
　26 公害・環境被害地域の再生活動
　27 韓国のマウルづくり
　28 震災後の地域再生に関わる

Ⅸ　歴史的環境と景観を考える
　１ 歴史的環境とは何か
　２ 景観の保存と保全
　３ 歴史的環境と都市の持続可能性
　４ 伝統文化の保存と継承

コラム
　29 遺跡保存における「地元」
　30 ｢鞆の浦｣ の鞆港保存運動
　31 京都の町家と景観問題
　32 無形文化財・江州音頭の保護をめぐって

Ⅹ　公害・差別・リスクを考える
　１ 公害問題へのまなざし
　２ 水俣病の被害と差別
　３ 被害構造論と受益圏・受苦圏
　４ 現代の環境リスクと被害者救済
　５ 福島原発事故と終わらない被災の時間

コラム
　33 水俣の再生と地元学
　34 新潟水俣病と阿賀野川
　35 米軍基地の騒音問題

Ⅺ　開発と資源・エネルギー問題を考える
　１ 開発と公共性
　２ 大規模開発と地域社会
　３ 整備新幹線と政府の失敗
　４ 原発問題と住民投票運動
　５ 自然エネルギーと市民風車

コラム
　36 大阪国際空港「不法占拠」問題
　37 青森県六ヶ所村の現在
　38 ＪＣＯ臨界事故
　39 島の開発と現代アートのまちづくり

Ⅻ　地球環境問題を考える
　１ 地球環境問題とローカリティ
　２ 温暖化対策とエネルギー政策
　３ 経済のグローバル化と環境・開発問題
　４ 開発問題にみる先住民族の権利と環境正義

コラム
　40 中国の経済発展と環境問題
　41 インドの河川浄化政策と 政府開発援助

ⅩⅢ　フィールドワーク
　１ フィールドワークのおもしろさ

コラム
　42 辺野古住民と向き合う
　43 公害とフィールドワーク

さくいん
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本書は，自然環境に触れることの少ない人にも身近
な例から環境問題に気づいて考えることの面白さを
伝える環境社会学の入門書。地元住民の生活という
立場から，環境を社会学的に考えていくとはどうい
うことかを具体的に説く。

環境社会学の考え方
―― 暮らしをみつめる12の視点

足立重和／金菱 清 編著
ここが

ポイント
!!

◎ 初学者にもわかりやすい平易な記述
◎ 自然環境と触れることの少ない人にも身近なト
　 ピック

社
会
学

はしがき

　第Ⅰ部　環境への考え方
第１章　環境を守るとはどういうことか？
　１ 環境問題を知る“窓”としてのマスメディア
　２ 環境問題の典型的な語り方
　３ 地元住民による環境の守り方
　４ 環境の守り方の多様性

第２章　誰がしっかりすれば環境は守られるのか？
　１ 環境問題は誰が解決すべきなのか
　２ ちょっとした騒音問題
　３ 住民の発言がちからをもつ根拠
　４ 環境保全の要としての地域コミュニティ

第３章　暮らしとともにある環境はどのように管理されるのか？
　１ もたざる者たちが“もっている”とは
　２ ムラの土地所有のあり方
　３ 総有としてのムラの領域
　４ 暮らしとともにある自然は誰のものなのか

第４章　嫌がられる環境を誰が受け入れるのか？
　１ 迷惑施設問題の特徴
　２ NIMBYによって示された課題
　３ 話し合いによって住民は納得できるのか
　４ 地域コミュニティに内在する「納得」への道筋

　第Ⅱ部　日常としての環境
第５章　人はどのように環境と遊んできたのか？
　１ 自然環境のなかで「遊ぶ」
　２ 「遊び」の経験と環境の身近さ
　３ 「遊び」と地域コミュニティ
　４ 自然環境のなかでの「遊び」と環境問題

第６章　日本の草原はどのように維持されてきたのか？
　１ 野や山を活かす
　２ 人と草原の歴史
　３ 草原の独立
　４ 草原を維持するちから

第７章　公園は都市の環境を豊かにしてきたか？
　１ 公園がなぜ問題となるのか
　２ 公園のもつ見えないちから
　３ 公園の公共性を可変的なものとするには
　４ これからの公園づくりに必要なこと

第８章　これまでし尿はどう処理されてきたのか？
　１ 人とし尿の関係史
　２ し尿を介した都市と農村の関係
　３ し尿処理のしくみと世界観，清潔・衛生観
　４ し尿を私たちの視界に入れることから

　第Ⅲ部　他者としての環境
第９章　環境と観光はどのように両立されるのか？
　１ 観光のターゲットになる身近な環境
　２ 観光客による舞台裏への関心
　３ コモンズを支えるローカル・ルール
　４ 観光地の俗化をどのように防ぐのか
　５ 地域のローカル・ルールを守る大切さ

第10章　人と野生動物はどのような関係を築いているのか？
　１ 深刻さを増す獣害問題
　２ 獣害がない中国山東省の農村の暮らし
　３ 野生動物の保護から保護管理へ
　４ 村が科学的な個体数管理をやめた理由
　５ 自然と地続きの関係を見ることの必要性

第11章　未曾有の災害に人はどう対応していくのか？
　１ 人間不在の鳥瞰図と科学的思考にもとづく行政施策
　２ 防潮堤拒否の論理
　３ お節介なコミュニティと住民主体
　４ 「死者」とどのように折り合いをつけるのか
　５ 災害レジリエンスに欠かせないもの

第12章　環境をめぐって人々はどのようにいがみ合うのか？
　１ コミュニティは万能か
　２ いがみ合いのきっかけとしての外部権力
　３ 環境をめぐっていがみ合うとき
　４ 多様性を承認するコミュニティ

あとがき／索引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる国際社会学［第２版］

樽本英樹 著

グローバリゼーションによる人の国境を越える移動
とそれのもたらす帰結を中心に，国際社会学の基本
論点を簡潔に示していく。
初版刊行以降の変化を加えてアップデートし，定評
ある内容がさらに充実。

ここが

ポイント
!!

◎ 国際社会学のトピックを網羅的に扱う
◎ 単一の視点による一貫性を持った記述
◎ 何が国際社会学の問いなのか，どんな研究課題がある
　 のかを明らかにする
◎ 国際社会学の道具立てには何があるのかを示す

社
会
学

はじめに

Ⅰ　国際社会学の問題と基礎概念
　１ 国際社会学の誕生
　２ 人種という疑似科学的概念
　３ エスニシティの射程
　４ 国民国家の成立と動揺
　５ 社会変動としてのグローバル化
　６ トランスナショナルな視角の射程
　７ 国際移民とジェンダー
　８ 人種差別の現代的展開
　９ 移民と開発・発展

Ⅱ　国際人ロ移動の加速化と多様化
　１ 第２次大戦以前の国際人口移動
　２ 第２次大戦以後の国際人口移動⑴
　　 ――労働移民
　３ 第２次大戦以後の国際人口移動⑵
　　 ――家族合流と定住
　４ 国際人口移動のグローバル化⑴――難民
　５ 国際人口移動のグローバル化⑵
　　 ――非合法移民
　６ 国際人口移動のグローバル化⑶
　　 ――高度技能移民
　７ 国際人口移動のグローバル化⑷
　　 ――ディアスポラ
　８ なぜ人は移動するのか

Ⅲ　多文化社会への発展と反動
　１ 社会統合としての同化
　２ 社会統合としての編入
　３ 多文化社会と多文化主義
　４ 社会的結合という新たな統合モデル
　５ 共生という日本的な統合モデル
　６ エスニック階層の構造化
　７ 移民と教育
　８ 移民と政治
　９ 業績主義と属性主義の相互作用
　10 国際移民と市民権
　11 ナショナリズムとネーション
　12 ｢人種暴動｣ と社会秩序

Ⅳ　国境を超える集団と制度
　１ 新しい政治アクターとしての国際ＮＧＯ
　２ 超国家地域統合と人の移動
　３ 国際人権レジーム
　４ 世界都市のグローバルな展開
　５ エスニック・メディアの広がり
　６ メディア文化のグローバル化

Ⅴ　グローバル社会の諸相
　１ 日本社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦の終結まで
　２ 日本社会と移民⑵
　　 ――1945年から1979年まで
　３ 日本社会と移民⑶
　　 ――1979年から1990年まで
　４ 日本社会と移民⑷――1990年以降
　５ 韓国社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1991年まで
　６ 韓国社会と移民⑵
　　 ――1991年から2000年まで
　７ 韓国社会と移民⑶――2000年以降
　８ アメリカ合衆国社会と移民⑴
　　 ――1945年以前
　９ アメリカ合衆国社会と移民⑵
　　 ――1945年から1990年まで
　10 アメリカ合衆国社会と移民⑶
　　 ――1990年以降
　11 カナダ社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1962年まで
　12 カナダ社会と移民⑵
　　 ――1962年から1976年まで
　13 カナダ社会と移民⑶――1976年以降
　14 オーストラリア社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1972年まで
　15 オーストラリア社会と移民⑵
　　 ――1972 年から1996年まで
　16 オーストラリア社会と移民⑶
　　 ――1996年以降
　17 イギリス社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1965年まで
　18 イギリス社会と移民⑵
　　  ――1965年から1983年まで
　19 イギリス社会と移民⑶――1983年以降

　20 フランス社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1973年まで
　21 フランス社会と移民⑵
　　 ――1973年から1990年まで
　22 フランス社会と移民⑶――1990年以降
　23 ドイツ社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から 1973年まで
　24 ドイツ社会と移民⑵
　　 ――1973年から1990年代半ばまで
　25 ドイツ社会と移民⑶
　　 ――1990年代半ば以降
　26 イタリア社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1980年まで
　27 イタリア社会と移民⑵
　　 ――1980年から2002年まで
　28 イタリア社会と移民⑶――2002年以降
　29 オランダ社会と移民⑴
　　 ――第２次大戦以前から1973年まで
　30 オランダ社会と移民⑵
　　 ――1973年から1989年まで
　31 オランダ社会と移民⑶――1989年以降

Ⅵ　国際社会学の新たな展開へ
　１ 人の流れをめぐる問い
　　 ――自由化か，規制か
　２ 格差をめぐる問い――競争か，平等か
　３ 統合をめぐる問い
　　 ――多文化か，ナショナルか
　４ 統治をめぐる問い――グローバルか，
　　 ローカルか，ナショナルか

本書でとりあげた文献
さくいん

コラム
　１ 移民と映画⑴
　　 ――難民と非合法移民の長く厳しい旅と人生
　２ 様々な多文化社会
　３ 移民と映画⑵
　　 ――多文化社会の生きづらさ
　４ 移民と映画⑶
　　 ――在日コリアンの苦悩と力強さ
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◎ 初学者のための用語解説を多数掲載
◎ 学びを深めるための充実した文献案内
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本書は地域社会学の初学者向けテキスト。「農村の
持続と発展」「都市のダイバーシティとアンコベン
ションナリティ」をキーとして，伝統的なテーマか
ら最新の話題，調査法まで幅広く取り扱う。
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はじめに
序　地域社会学の必要性
　１ 地域社会学の必要性を考えるための準備
　２ 「狭義の社会」と集団
　３ 準社会
　４ 高田の社会
　５ 高田の社会（続）と富永の準社会
　６ 社会関係と繊維社会
　７ 社会関係と集団
　８ 全体社会
　９ 地域社会
　第１部　現代農山村の社会分析
Ⅰ　地域社会には都市と農村がある，
　　過疎農山村の現在
　１ 地域社会には都市と農村がある
　２ 都市・農村とは何か
　　 ――都市／農村的生活様式による認識
　３ 都市的生活様式の限界
　４ 都市的生活様式論の日本的展開と
　　 農村的生活様式の切り崩し
　５ 高度経済成長による過疎のはじまり
　６ 農村的生活様式の切り崩し⑴――過疎論
　７ 農村的生活様式の切り崩し⑵――限界集落論
　８ 過疎・限界集落論の検討
　９ 限界集落論への異論
Ⅱ　環境と農的世界――農的自然と農村の生活
　１ 農的自然とは
　２ 山からみた農的世界
　３ 草からみた農的世界
　４ 水からみた農的世界
　５ 干潟がつくる農的世界
　６ イヌからみた農的世界の変化
　７ 農的世界から生み出されるエネルギー⑴
 　　――小水力発電
　８ 農的世界から生み出されるエネルギー⑵
　　 ――木質バイオマス
　９ 福島原発事故後の大学生の原子力発電に
　　 ついての意識
Ⅲ　福祉と子育て
　１ 福祉と高齢化――高齢化の地域差
　２ 高齢者の世帯構造の変化と地域社会への期待
　３ 農村高齢者の生活
　４ 地域社会における支え合い活動
 　　――地域福祉活動，ボランティア活動

　５ 子育ての社会化の必要性
　６ 農山村地域における子育ての実態
　７ 農山村地域における子育ての社会化
Ⅳ　コミュニティリサーチと集落点検
　１ 参加と協働の社会調査へ
　２ らくらく農法プロジェクトの構成と
 　　社会学的営みの位置づけ
　３ ひとりでもできる事前リサーチ
　４ 寄り合い点検⑴――家族点検
　５ 寄り合い点検⑵――農地点検とムラ資源点検
　６ 地域の自発性を応援する
　第２部　伝統農村の変容と継承
Ⅴ　「家・村」論のあゆみと現在
　１ 農村社会を支える「家」と「村」
　２ タテとヨコにつながる家々
　３ 農村の自治をみる――共同作業と村落財政から
　４ 土地と人のつながり
　５ 人の移動から農村社会を眺める
　６ 農村調査の現場とモノグラフ
　７ 現代農村を考える糸口
Ⅵ　生活環境主義とコモンズ
　１ 環境問題の衝撃と社会学
　２ 農村生活の変化と環境問題
　　 ――生活環境主義の登場
　３ 農村の土地は誰のものか
　　 ――コモンズという発想
　４ 環境との関わり方から地域社会を立て直す
Ⅶ　暮らしと生業・小農
　１ 暮らしと生業
　２ 戦後の農業・農村社会の変化
　３ 農業の近代化とその代償
　４ 農学と農村社会学の射程
　５ 近代農業とは違うやり方・暮らし方
　６ 新たなアイデンティティの構築・獲得
　７ 「現代の小農」と多様化する農の担い手
Ⅷ　むらと女性
　１ ジェンダーと地域社会
　２ 「いえ」の中の女性の位置
　３ 農村における女性の生活と伝統的組織
　４ 農業における女性の労働の変化と地域との
　　 つながり
　５ 生活改善事業と農村女性起業
　６ 農村における女性の社会参画

　７ 農村に居住する女性のパーソナル・ネットワーク
　第３部　都市的世界の展開
Ⅸ　シカゴ学派と民族関係論の現在
　１ 「都市」とは何か
　２ シカゴ学派の都市研究⑴
　　 ――本格的な実証研究の幕開け
　３ シカゴ学派の都市研究⑵
　　 ――人種・民族関係への視点
　４ シカゴ学派の都市研究⑶
　　 ――移民の居住地移動
　５ 都市における多様な下位文化の発達
　６ グローバル都市の台頭と移民の集住
　７ 外国人労働者の流入と地域社会の多文化化
　８ 新たな民族関係の構築の可能性
Ⅹ　エスニシティとセクシュアリティ
　１ 日本における外国人の増加と「多文化共生」
　２ エスニックタウンの変貌――東京都・大久保
　３ 繁華街の外国人住民と地域社会
　４ 日本人高齢者と外国人ファミリーが暮らす団地
　５ 多様性の中の調和――民族関係の結び目は
　６ ゲイコミュニティの形成と発展
　７ セクシュアリティをめぐる排除と包摂
　８ 性的マイノリティをめぐる社会運動
ⅩⅠ　排除と貧困
　１ 貧困の社会調査
　　 ――イギリスにおける古典的な貧困調査
　２ イギリスにおける貧困研究――相対的剥奪
　３ 貧困の概念と指標，相対的な視点へ
　４ 社会的排除の調査と分析
　５ 鈴木栄太郎の都市社会学における正常人口と
　　 異常人口
　６ アメリカにおける都市の貧困
　７ 日本における都市の貧困
ⅩⅡ　沖縄の都市的生活様式とそのルーツ
　１ 〈沖縄的なるもの〉
　２ 移動世代
　３ ライフコースの生活史調査
　４ Ｕターンの生活史
　５ 仮説の発見から検証へ
　６ 共同性は〈生きている〉か？――〈幸せ〉の在処
　７ ルーツへ「タイムトラベル」！？
　　 ――沖縄北部の村落共同体
人名索引／事項索引



B5判美装/232頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-06505-9　2013年4月刊行

1980年代の新しい都市社会学や都市論ブームのイ
ンパクトの後に展開した新たな都市研究の諸領域
から，建築学，文学，政策科学など隣接分野の都市研
究までをカバーする都市社会学テキスト。
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よくわかる都市社会学
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◎ 基本となる理論から最新の潮流までをカバー
◎ 具体的な都市の姿から理論・概念に迫る工夫
◎ 他分野の都市研究の成果も取り入れた構成
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Ⅰ　都市の歴史と現在 
　1　ニューヨーク
　2　メキシコシティ
　3　バルセロナ
　4　ロンドン
　5　マニラ
　6　鞆の浦
　7　豊田
　8　東京　
　9　大連
　10  上海

Ⅱ　空間と文化：都市の社会理論（1）
　1　マルクス主義の都市理論と新都市社会学
　2　現象学的地理学の都市研究
　3　場所の空間とフローの空間
　4　グローバル・シティと分極化
　5　郊外化とエッジシティ
　6　ジェントリフィケーション
　7　エステ化する都市
　8　監獄都市
　9　ゲーテッド・コミュニティ
　10  都市下層社会
　11  都市のエスニック・コミュニティと文化
　12  ストリートの身体文化と都市
　13  都市暴動
　14  都市祝祭の社会学
　15  都市のドラマトゥルギー
　16  広告都市
　17  ファッションと都市
　18  情報空間と都市

Ⅲ　都市構造：都市の社会理論（2）
　1　人間生態学と同心円地帯理論
　2　アーバニズム
　3　都市下位文化理論
　4　都市社会構造論
　5　町内会の歴史と未来
　6　都市コミュニティの理論
　7　ハウジングとホーム：都市に住まう（1）
　8　nLDK：都市に住まう（2）

　9　住民運動と都市社会運動
　10  地域コミュニティと地方政治
　11  都市とジェンダー
　12  都市化と社会移動
　13  県人会
　14  都市の歴史社会学と都市の比較社会学
　15  民俗学・人類学の都市研究
　16  地方都市の社会理論
　17  企業城下町の階層構造
　18  ファスト風土化とヤンキー文化

Ⅳ　まちづくりの構想と技法 
　1　都市再生
　2　中心市街地活性化　
　3　コンパクトシティと LRT
　4　都市計画と建築
　5　田園都市とニュータウン
　6　道の駅
　7　都市農村交流
　8　B 級グルメとまちおこし
　9　まちづくりワークショップ
　10  歴史的町並み保存
　11  国民生活審議会報告とコミュニティ政策
　12  近隣政府と町内会
　13  社会的排除と包摂
　14  福祉のまちづくりと住民流福祉
　15  災害コミュニティ論
　16  創造都市論
　17  サステイナブルシティ

Ⅴ　都市の装置とメディア 
　1　描かれた都市・都市地図
　2　都市の語り
　3　エスニック・メディア
　4　都市と文学
　5　モニュメント
　6　雑居ビル
　7　コンビニとカフェ
　8　ショッピングセンターと商店街
　9    アートと都市
　10  聖地巡礼

　11  都市霊園
　12  都市と映像
　13  グラフィティ
　14  ユビキタス

Ⅵ　都市社会調査法 
　1　19～20世紀の都市貧困調査
　2　シカゴ学派のモノグラフと
　　  都市エスノグラフィ
　3　都市とグラスルーツ
　4　パーソナルネットワーク調査
　5　20世紀前半日本の貧困研究と月島調査
　6　商家同族団の研究
　7　地域開発の構想と現実
　8　東京の社会地図

Ⅶ　都市社会学のパイオニアたち
　1　ゲオルク・ジンメル
　2　ヴァルター・ベンヤミン
　3　ロバート・パーク
　4　ルイス・ワース
　5　ル・コルビュジエ
　6　ルイス・マンフォード
　7　ジェイン・ジェイコブズ
　8　アンリ・ルフェーヴル
　9　デヴィッド・ハーヴェイ
　10  サスキア・サッセン
　11  今和次郎
　12  奥井復太郎
　13  石川栄耀
　14  鈴木栄太郎
　15  磯村英一
　16　前田 愛
　17　網野善彦

Ⅷ　都市社会学の横断生
　1　「都市」社会学，「都市社会」学，
　　  そして都市「社会学」として

さくいん



B5判美装/208頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-06292-8　2012年6月刊行

本書は，仕事，職場，キャリア，失業，階層といっ
た問題が個々のバラバラな事象ではなく歴史によっ
て過去の事象と結びつき，かつ構造によって現在の
他の事象とも関連していることを示す，新しい時代
の産業社会学入門書である。
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よくわかる産業社会学
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◎ 産業社会の歴史と構造を平易に解説
◎ 労働と産業社会のかかわりについて基礎から学べる
◎ １項目を見開き 2 頁でわかりやすく解説
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Ⅰ　仕事とキャリア
　１ 仕事とは何か
　２ 職業と社会階層
　３ 産業構造と就業構造
　４ 職業の変化
　５ 職業を調べるには
　６ 企業から求められる能力
　７ キャリアとその形成方法
　８ 学歴とキャリア
　９ 勤め先を変える
　10 失業という不本意なキャリア
　11 仕事を辞めるとき

Ⅱ　企業組織の性格
　１ 企業の誕生：起業，起業家・経営者の役割
　２ 企業の衰退と消滅
　３ 産業構造の変化：サービス経済化
　４ 大企業と中小企業：企業規模の規定力
　５ 雇用組織の形態：企業・行政組織・ＮＰＯ

Ⅲ　企業内キャリアと人事管理
　１ 企業の人事管理と働く人のキャリア
　２ 人事管理における職場管理者と人事部門
　３ 社員格付け制度の変化：
　　 年功制と職能資格制度
　４ 変化のなかの採用
　５ 企業における教育訓練：ＯＪＴとＯｆｆ-ＪＴ
　６ 日本企業における配置転換とその変化
　７ 昇進・昇格の変化と企業内キャリア
　８ 人事評価と「成果主義」
　９ 企業の賃金管理と「年功賃金」
　10 多様化する雇用区分の管理
　11 非正社員の活用と人事管理

Ⅳ　職場の中での生活
　１ コミュニティとしての企業
　２ 職場集団と職場秩序：企業内秩序を
　　 構成する原理
　３ 技術革新と職場・仕事の変化
　４ 労働時間制度と残業規制
　５ 多様な勤務形態：フレックスタイム制・
　　 裁量労働制・テレワーク
　６ 日本の労働時間の実態：
　　 日本は長時間労働か
　７ 「こころ」を壊す職場：

　　 メンタルヘルス不全とハラスメント
　８ 感情労働

Ⅴ　就業形態の多様化
　１ 働き方の多様化が進む日本社会
　２ 労働者性：
　　 「労働者である」とは，どういうことか
　３ パートタイマー：
　　 非正規雇用の約半数を占めるパートタイマー
　４ 派遣労働者・請負労働者：さまざまな職場に
　　 出向いて働く派遣労働者・請負労働者
　５ フリーター：フリーターは不安定な
　　 働き方か，それとも自由な働き方か
　６ 若年無業者：
　　 若年無業者はなぜ働いていないのか
　７ 学校から職場への移行：
　　 若者の就職はたいへんになったのか
　８ ボランティア・NPO活動：ボランティアと
　　 ＮＰＯ活動は新しい働き方なのか

Ⅵ　社会的存在としての企業
　１ 企業倫理とＣＳＲ
　２ コーポレート・ガバナンス
　３ 企業と地域社会
　４ 企業と国家
　５ 企業と地球環境
　６ 多国籍企業

Ⅶ　労働組合と労使関係
　１ 労働組合とは何か
　２ 企業別組合
　３ 労使の対立
　４ 労使の協調
　５ 労働組合の組織率
　６ 個別的労使紛争への対応

Ⅷ　働く場の女性
　１ 変化する／しない女性の意識と働き方
　２ 日本型雇用システムと女性　
　３ 性別職務分離と男女間賃金格差
　４ 女性雇用の変遷
　５ 男女雇用平等
　６ 男女共同参画社会の形成に向けて
　７ 働きすぎとジェンダー
　８ ワーク・ライフ・バランスとは

Ⅸ　高齢者の働き方
　１ 世界一の少子高齢化社会と高齢者雇用
　２ 仕事からの引退過程：
　　 長い引退期間と短時間就労・年金受給
　３ 定年制の機能と定年延長政策
　４ 団塊世代の退職と技能継承
　５ 高齢者雇用をめぐる思想

Ⅹ　日本で就労する移民・外国人労働者
　１ 日本の外国人労働者問題
　２ 外国人労働者の労働市場
　３ 日系ブラジル人の就労と生活
　４ 外国人技能実習生と中小企業
　５ 高度専門職移民の国際移動
　６ 非正規滞在の外国人労働者

Ⅺ　仕事と暮らしを支える社会保障
　１ 日本では企業も生活保障を担ってきた
　２ 企業と社会保障の関係(1)：医療保険
　３ 企業と社会保障の関係(2)：年金
　４ 安全網があるから跳べる：失業と社会保障
　５ 穴のあいた安全網：社会保障と社会的排除
　６ 脱工業化と社会保障の変容
　７ グローバル化と社会保障の変容
　８ コーポラティズムと社会保障改革
　９ 新たな日本型福祉−産業社会への模索

Ⅻ　産業社会学の歴史
　１ アダム・スミスと市場への信頼
　２ マルクスの疎外概念
　３ デュルケムと社会分業
　４ ウェーバーの職業倫理・労働倫理
　５ テイラーと科学的管理法
　６ ホーソン実験と人間関係論
　７ ダニエル・ベルと脱工業社会論
　８ 二重労働市場論
　９ 外部労働市場と内部労働市場
　10 日本の産業社会学

さくいん
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる福祉社会学
武川正吾／森川美絵／井口高志／菊地英明 編著

福祉という言葉の意味するところとはどういうもの
で，それに対して社会学的にアプローチするとはど
ういうことなのだろうか。本書は基本概念からベー
シックなトピックまでを網羅し，体系的に福祉社会
学の全体像を示すテキスト。

ここが

ポイント
!!

◎ 福祉社会学の研究領域を体系的に示す
◎ 最新の理論・政策・動向をフォローする

社
会
学

はじめに

Ⅰ　基本概念
　１ 福祉とはなにか
　２ 福祉と社会
　３ 福祉社会学の性格
　４ 必要／ニーズ
　５ 資源とその供給
　６ 再分配
　７ 福祉の社会的分業
　８ 官僚制と専門性
　９ 市民権
　10 福祉社会学の現在

Ⅱ　ケア
　１ ケアとはなにか
　２ インフォーマルケア
　３ 親密圏とケアラー支援
　４ ケア労働の特質と社会化
　５ ケアのグローバル化
　６ 障害とはなにか
　７ 障害に対する合理的配慮
　８ 自助・自立と自己決定
　９ 看取り
　10 ケアの倫理

Ⅲ　リスク社会と個人化
　１ 福祉社会におけるリスク
　２ リスクと社会保険
　３ 第二の近代と社会保険
　４ 福祉国家と伝統的リスク
　５ 新しい社会的リスク
　６ 個人化の進行と福祉
　７ テクノロジーとリスク
　８ 個人化と社会政策
　９ 個人化社会における
　　 共同性

　10 自然災害のリスクと
 　　社会の脆弱性

Ⅳ　貧困と社会的排除
　１ 不平等と貧困・剥奪
　２ 社会的排除と包摂
　３ ケイパビリティ
　４ 公的扶助とスティグマ
　５ 貧困の女性化
　６ 子どもの貧困
　７ ワーキングプア
　８ 健康格差
　９ 貧困の再生産
　10 ワークフェアと
　　 ベーシックインカム

Ⅴ　レジーム
　１ 福祉レジーム
　２ 福祉国家の起源と展開
　３ 福祉国家の再編
　４ 労働市場
　５ 福祉政治
　６ 日本の福祉レジーム
　７ 東アジアの福祉レジーム
　８ 欧米諸国の福祉レジーム
　９ グローバル化と
　　 福祉レジーム
　10 グローバル社会政策

Ⅵ　ジェンダー
　１ 福祉社会学における
 　　ジェンダー視点
　２ 日本型近代家族
　３ アンペイドワークと
 　　性別役割意識
　４ 男性の家事・育児・介護

　５ ジェンダーと支援・ケア
　６ ジェンダーと暴力・
　　 ハラスメント
　７ 介助労働とジェンダー・
　　 セクシュアリティ
　８ 税制・所得保障における
　　 ジェンダーバイアス
　９ 社会サービスにおける
　　 ジェンダーバイアス
　10 ジェンダー平等

Ⅶ　コミュニティ
　１ コミュニティとはなにか
　２ 都市におけるくらしと
　　 福祉
　３ 都市における近隣関係
　４ 農山村の過疎化
　５ まちづくりと
　　 福祉コミュニティ
　６ コミュニティと異質性
　７ 情報コミュニティと福祉
　８ セルフ・ヘルプ・
　　 グループとピア・サポート
　９ ソーシャル・キャピタル
　　 と福祉
　10 地域福祉

Ⅷ　サードセクター・
　　市民社会
　１ サードセクター
　２ 社会の福祉化
　３ ボランティア
　４ ＮＰＯとＮＧＯ
　５ 社会福祉法人・社会福祉
　　 協議会
　６ 協同組合
　７ 社会的企業・起業

　８ 社会運動と福祉
　９ 当事者参加
　10 福祉ガバナンス

Ⅸ　制度・社会政策・人口
　１ 人口の構造と動態
　２ 人口高齢化
　３ 人口減少
　４ 家族の変化と人口
　５ 社会政策の体系
　６ 公的年金の仕組みと課題
　７ 健康と医療
　８ 福祉サービス
　９ 住宅
　10 雇用

Ⅹ　研究方法論
　１ 量的研究①
　　 データの集め方
　２ 量的研究②　
　　 データ分析
　３ 質的研究①
　　 データ収集・プロセス・
　　 問いの特徴
　４ 質的研究②　
　　 分析の多様性
　５ アクション・リサーチと
　　 当事者研究
　６ 歴史研究
　７ 研究倫理
　８ 政策評価
　９ 貧困の測定
　10 社会指標
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社会福祉士・精神保健福祉士養成の新カリキュラム
「社会学と社会システム」に対応した，社会福祉の
専門職をめざす人へ向けた入門テキスト。世の中の
仕組みを理解し，専門職としての力を手に入れるた
めの一冊。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　 巻予定）
◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の新カリキュラムに対応し
 　た，わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 知識を整理する「まとめ」のコーナーで，試験対策をサ
　 ポート

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 3　

社会学と社会システム
山口美和 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　人と共に生きるということ
第１章　人と生きる
　１ 社会の中の私
　２ 必ず覚えたい概念
　３ より良いコミュニケーションの
 　　ために

第２章　現代社会の健康課題と支援
　１ 現代社会における「健康」と課題
　２ 治療と仕事の両立をめざす生活の
 　　あり方
　３ 健康に関連する諸問題と支援

第３章　家族をめぐる概念とその変容
　１ 家族に関する諸概念
　２ 家族関係の変容
　３ 男女共同参画から考える少子化と
 　　子育て
　４ 高齢社会と介護問題
　５ 多様な家族と福祉政策

第４章　「働くこと」を通して見えて
　　　　くるもの
　１ 働き方の多様化
　２ ライフスタイルと仕事
　３ 労働にかかわる諸課題

　第Ⅱ部　私たちが出会うかもしれない
　　　　　困難と，その向き合い方
第５章　格差社会と社会的孤立の諸問題
　１ 拡大する経済格差と増加する貧困層
　２ 教育格差と健康格差
 　　――経済格差がもたらす「格差の
 　　　　再生産｣
　３ 諸外国と比べ大きい日本の男女格差

　４ 社会的孤立の問題
 　　――ソーシャル・キャピタルの
 　　　　欠如に起因

第６章　差別と偏見について考える
　１ 「ラベリング理論」を通して逸脱を
 　　考える
　２ 「スティグマ」を通して差別や偏見
 　　を考える
　３ 「ジェンダー」を通して差別や偏見
 　　を考える

第７章　家族と暴力
　１ 家族の中の暴力
　２ 児童虐待の現状とその予防のために
　３ ＤＶの現状とその解決のために

第８章　災害と復興
　１ 災害に関するいくつかのキーワード
　２ 自然災害と災害対策に関する法律
 　　について
　３ 災害と福祉的支援
　４ 災害ボランティアについて
　５ 誰もが「助かる」まちづくりを

第９章　社会問題と政策
　１ 社会問題とは何か
　２ 公共
　３ 福祉国家と社会保障
　４ 社会変革の担い手
 　　――社会を変える社会運動の展開
　５ 社会問題にかかわる社会政策

　第Ⅲ部　私たちが生きる社会
第10章　生活とコミュニティ
　１ 生活の多様化と態様
　２ コミュニティの概念
　３ コミュニティの重要性を見直す

　４ 新たな都市の形態
　５ つながりの再生

第11章　グローバリゼーション
　１ 日本で生活する外国人の現状
　２ 日本で暮らす外国人の生活課題
 　　――社会保障制度を中心に
　３ 日本で暮らす外国人の生活課題
 　　――教育問題を中心に
　４ 共に創る社会が，やがて共に
 　　生きる社会となる
 　　――人種・エスニシティ・ネーション
 　　　　を超えて

第12章　人口減少社会と環境問題
　１ 人口と社会・経済
 　　――人口に関する基礎知識
　２ 世界人口の動向
 　　――増加ペースを落としながらも
 　　　　拡大
　３ 日本の人口動向
 　　――止まらぬ人口減少と少子高齢化
　４ 深刻化する環境問題
 　　――持続可能な開発に向けて

　第Ⅳ部　社会学の基礎知識
第13章　社会の変化と社会学の流れ
　１ 社会システム
　２ 社会変動

第14章　社会集団と組織
　１ 社会集団
　２ 組織

おわりに
さくいん
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医療技術・医療政策・医療倫理など私たちを取り巻
く医療の問題に社会学はどう迫るのか。医療社会学
の基本概念から重要トピック，さらに研究者紹介ま
で，必要な知識をこれ一冊で学べるお役立ちの書。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる医療社会学
中川輝彦／黒田浩一郎 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 「医療についての社会学」の全体像がつかめる
◎ 読み切り項目なので関心に対応して読める
◎ 側注の文献を参照することでさらに学習を深めるのに
　 役立つ

社
会
学

はじめに

Ⅰ　 健康・病の経験 
１ 意味づけとしての病
２ 病人役割
３ 病気行動
４ 慢性疾患
５ 病の語り
６ 残余ルール違反
　 ――精神疾患の社会学
７ スティグマ
　 ――「烙印」としての病
８ ジェンダーと病
９ 医師−患者関係
10 死の意識
11 健康至上主義

［コラム］
１ 健康食品
２ ターミナルケアとホスピス
３ QOL

Ⅱ　健康・病をめぐる知識と技術
１ 医学知識・医療技術の社会的
　 構築
２ 生物医学
３ 特定病因論と確率論的病因論
４ 医療化
５ 先端医療
６ 新遺伝学
７ 監視医療
８ 新公衆衛生学

９ 素人の知識
10 意識変容物質
　 ――「ドラッグ」の社会学

［コラム］
４ 人体実験
５ EBM と診療ガイドライン
６ DSM
７ 抗生物質
８ 予防接種
９ 人間ドック
10 臓器移植
11 生殖技術
12 出生前診断
13 再生医療
14 ストレス

Ⅲ　医療にかかわる仕事・職業 
１ 医療における分業
２ 医療における専門職支配
３ 専門職の自己規制
４ 専門職とジェンダー
５ 医師と連携する専門職
６ 感情労働
７ インフォーマルケア

［コラム］
15 赤ひげ：医療不信の神話

Ⅳ　医療をめぐる制度 
１ 医療をめぐる政治
２ 近代医療
３ 医療施設

４ 多元的医療システム
５ 医療をめぐる社会運動
６ 薬の規制
７ 福祉国家における医療
８ グローバリゼーションと医療

［コラム］
16 健康保険
17 生命倫理

Ⅴ　研究者紹介 
１ タルコット・パーソンズ
２ エヴェレット・ヒューズ
３ エリオット・フリードソン
４ アンセルム・ストラウス
５ ミシェル・フーコー
６ デイヴィッド・アームストロング
７ アーヴィング・ゴッフマン

さくいん
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる教育社会学
酒井 朗／多賀 太／中村高康 編著

日本における教育社会学は教育や子ども・青少年の
成長に関する総合的な社会科学として発展してき
た。こうした歴史と最新の動向を踏まえて，本書は
多様なテーマと教育現象への社会学的視点について
平易な記述で紹介する。

◎ 教育社会学の基本概念から最新動向までをフォロー
◎ 教育の制度や実態から子ども・青少年の意識や態度，
　 さらに教育社会学の歴史まで幅広くカバー
◎ １項目を見開き 2 頁でわかりやすく解説

教
育
社
会
学

イントロダクション
　１ 社会の中の教育
　２ 日本における教育社会学の成立と発展

Ⅰ　学説史
　１ 教育社会学の誕生
　２ 機能主義
　３ 葛藤理論　
　４ 新しい教育社会学
　５ 文化的再生産論
　６ 教育知識の伝達構造
　７ フェミニスト・アプローチ
　８ ポストモダンと教育
　９ リスク社会と教育

Ⅱ　学校のある社会
　１ 学校のある社会と学校のない社会
　２ 学歴社会 
　３ 脱学校論　

Ⅲ　階層と教育
　１ 社会階層と社会移動 
　２ 近代化とメリトクラシー
　３ 機会の平等と結果の平等
　４ 合理的選択としての教育達成
　５ 学力と階層
　６ 格差社会と教育
　７ 教育政策と社会階層

Ⅳ　マイノリティと教育
　１ 社会的排除と教育
　２ 差別と教育　
　３ エスニック・マイノリティと多文化教育
　４ ニューカマーと教育
　５ 性的マイノリティと教育
　６ インクルーシヴ教育

Ⅴ　ジェンダーと教育
　１ ジェンダー形成
　２ ジェンダーとカリキュラム
　３ 男子をめぐる問題
　４ 性教育

Ⅵ　教師の社会学
　１ 教師の役割　
　２ 教職の多忙化，バーンアウト
　３ 変わる教員養成

Ⅶ　子どもの社会学
　１ 子どもの社会学
　２ 近代的子ども観
　３ 電子メディアと子ども
　４ 子どもの権利
　５ 青年期の誕生と拡散
　６ 育児メディア

Ⅷ　ライフコース
　１ ライフコース
　２ ライフヒストリーとライフストーリー
　３ 教育システムと個人の経歴
　４ 後期近代社会におけるアイデンティティ

Ⅸ　非行／逸脱・教育問題
　１ 社会の変化と教育問題
　２ 教育問題の心理主義化・医療化
　３ 不登校・長期欠席・不就学
　４ いじめ問題
　５ 児童虐待の社会学
　６ 少年非行の社会学  

Ⅹ　教育改革
　１ 市場化する教育
　２ ニュー・マネジャリズム
　３ 教育改革と公共性
　４ 学力テスト
　５ 教育基本法改正問題

Ⅺ　グローバリゼーションと教育
　１ グローバリゼーションとは何か
　２ 経済のグローバリゼーションと教育
　３ 政治のグローバリゼーションと教育
　４ 文化のグローバリゼーションと教育

Ⅻ　学校教育（初等・中等教育）
　１ 国家と教育
　２ 公教育の成立
　３ 初等教育の発展過程
　４ 中等教育の発展過程
　５ 公立と私立
　６ 高校の階層構造とトラッキング
　７ 組織としての学校
　８ 幼児教育

ⅩⅢ　高等教育
　１ 高等教育の大衆化
　２ アカデミック・プロフェッション
　３ 中世大学・近代大学
　４ 大学教育のカリキュラム
　５ 高等教育への進学
　６ 大学改革

ⅩⅣ　労働市場へのトランジション
　１ 日本的雇用慣行と教育システム
　２ 学卒就職とネットワーク理論
　３ 大学教育の職業的レリバンス
　４ 非正規雇用問題と教育
　５ キャリア教育と進路指導

ⅩⅤ　教育と経済
　１ 人的資本論とシグナリング論
　２ 教育投資の収益率
　３ 訓練可能性説
　４ キャリア形成と教育
　５ 教育機会と奨学金政策

ⅩⅥ　生涯学習
　１ 生涯学習社会
　２ 生涯発達論
　３ 「現代的課題」の学習
　４ 知識基盤社会とキーコンピテンシー
　５ 社会関係資本

ⅩⅦ　調査方法論
　１ リサーチ・リテラシー
　２ 量的調査法
　３ 質的調査法
　４ アクションリサーチ
　５ 混合研究法
　６ 歴史研究

ⅩⅧ　現実への関与
　１ 教育社会学の社会的使命
 
さくいん
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現場で使える教育社会学
―― 教職のための「教育格差」入門

中村高康／松岡亮二 編著

学校現場の教師や教員を目指す学生，大学教職課程
の担当者などからの膨大なフィードバックをもと
に，〈教育格差〉と現代教育の諸側面との関わりを
解説した，現場のための教育社会学テキスト。

◎ 格差を切り口に教育社会学の知見を学ぶ
◎ 教職現場で役立つ知識を重視した記述

教
育
社
会
学

はじめに
　第Ⅰ部　教育関係者のための
　　　　　教育社会学概論
第１章　教育は社会の中で
　　　　行われている
　１ 教職志望の動機
　　 ──「子ども好き」は志望理由に
　　　 　なるか
　２ 教育と社会の関係を考えて
　　 みることの重要性
　　１ 教育社会学を学ぶということ
　　２ 社会化
　　　──個人は教育によって社会の構成員　
　　　　　になる
　　３ 時代による「社会」の違い
　　４ 近代社会と学校・教室
　　５ 教育の社会的機能と選抜
　　６ さまざまな格差
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第２章　教育内容・方法は社会と
　　　　深く関わっている
　１ 総合学習は死んだか？
　２ 教育内容・敎育方法と社会
　　１ 教育内容はどのようにして決まるのか
　　２ 教育方法はどのようにして決まるのか
　　３ 教育内容・教育方法の変遷と社会
　　４ 教育内容・教育方法の国際比較
　　５ 教育内容・教育方法と格差
　　６ 「社会」との関係から教育実践を見直す
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第３章　教育は階層社会の現実から
　　　　切り離せない
　１ 「ふつうの教育」は人によって違う
　２ 教育格差の実態とメカニズム
　　１ 「緩やかな身分社会」日本
　　２ 教育格差のメカニズム
　　３ 日本は「教育格差社会」である
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第４章　「平等」なはずの義務教育にも
　　　　学校間格差がある
　１ 井の中の蛙？
　２ 教育格差の是正が可能な環境と
　　 なっているか？
　　１ 学習環境の格差
　　２ 教師の職務満足度
　　３ 公立私立間における格差
　　４ 改革の潮流

　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第５章　制度が隔離する高校生活
　１ 「ふつう」の高校生活
　２ 高校教育制度
　　１ トラッキングによる学校間のＳＥＳ格差
　　２ 隠れたカリキュラム・生徒文化
　　３ 生徒の行動・教育選択
　　４ 高校教師の期待・態度
　　５ 走路（トラック）に沿う生徒たち
　　６ 高校階層構造によって隔離された
　　　 高校生活
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第６章　教師は社会的存在である
　１ 教師が忘れない，ある日の出来事
　２ 社会のなかの教師
　　１ 教師の役割範囲の広さと不透明な
　　　 遂行可能性
　　２ 教職の威信は低下したか
　　３ 職業威信を左右するもの
　　４ 長時間労働と給特法
　　５ 魅力は衰退したか
　　６ 教師集団の年齢構成
　　７ 教師の成長と文化の継承
　　８ 教職労働の社会的特質とストレス
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
　第Ⅱ部　学校現場で使える
　　　　　教育社会学
第７章　保護者・子どもの言動の背後
　　　　にあるものを見据える
　１ ある若者の選択
　２ 何が保護者・子どもの言動を
　　 規定するのか
　　１ 「他者の合理性」を探る
　　２ 学校という舞台で生じる異なる立場の
　　 　衝突
　　３ 子育て・教育スタイルにみられる階層差
　　４ 経済的に厳しい保護者たちによる模索
　　５ 認識のバイアスを乗り越えるために
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第８章　教師はどのように生徒と
　　　　関わってきたのか
　１ 高校時代を思い出してみよう
　２ 教師-生徒関係を考える
　　１ 高校階層構造というトラッキング・
　　　 システム

　　２ 現場の教授学
　　３ 現場の教授学の危機？
　　 　──教師のおかれた時代状況の変化
　　４ 生徒の「学校内活動」の増大
　　 　──生徒のおかれた時代状況の変化
　　５ 社会的文脈を考慮した生徒への対応
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために

第９章　非行は学校教育と密接に
　　　　結びついている
　１ 非行少年を排除する学校
　２ 非行とは何か？　非行は
　　どうなっているのか？
　　１ 非行・逸脱概念の特徴
　　２ 公式統計でみる日本の非行情勢
　　３ 非行・逸脱を説明する理論
　　４ 少年非行に関する実証研究とその含意
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第10章　進路が実質的に意味する
　　　　 生徒の未来
　１ 中高生が選ぶ進路
　２ 学歴社会と教育機会
　　１ 学歴の現実的意味合い
　　２ 学歴獲得に至る機会
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第11章　「性別」で子どもの可能性を
　　　　制限しないために
　１ 赤いマグカップにみる「ルール」
　２ 学校教育で再生産されるジェンダー
　　１ 社会におけるジェンダー
　　２ 教育達成とジェンダー
　　３ 「隠れたカリキュラム」とジェンダー 
　　４  教室のやりとりにおけるジェンダー
　　５ 性的マイノリティの困難を生み出す
　　　 学校教育
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第12章　日本の学校も多文化社会の　
　　　　中にある
　１ 子どもたちの文化的多様性と学校
　２ 移民の子どもと教育格差
　　１ 民族的・文化的多様性
　　２ 不就学
　　３ 学校経験
　　４ 低い進学率
　　５ 他国に学ぶ多文化社会の教員の役割

　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第13章　特別活動と部活動に忍びよる
　　　　格差
　１ 学校の二大花形「特活と部活」
　２ 特別活動と部活動をめぐる格差
　　１ 学校行事をめぐる格差
　　２ 生徒会活動をめぐる格差
　　３ 部活動をめぐる格差
　　４ 部活動の格差是正機能
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第14章　不登校・いじめは「心の問題」
　　　　なのか
　１ 「心の問題」という先入観を
　　 取り払う
　２ 不登校といじめが生じるメカニズム
　　１ 家庭環境と不登校
　　２ 不登校の多様性
　　３ 友人関係・学級集団と不登校
　　４ 誰がいじめられやすいのか
　　５ 誰がいじめをするようになるのか
　　６ いじめにつながる学級集団
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
第15章　「現場」のために教師が
　　　　社会調査を学ぶ
　１ 学校で「調査」をする？
　２ 教育社会学の「実践」
　　１ 調査結果を見る際に気をつけること
　　２ 調査の前に知っておくべきこと
　　　 ──調査倫理について
　　３ アンケート調査
　　４ 参与観察
　　５ インタビュー調査
　　６ アクション・リサーチ
　　　 ──「現場」での教育社会学の有用性
　３ 現場のためのＱ＆Ａ
　４ 演習課題
　５ 理解を深めるために
おわりに
　──唯一の現実的な「希望」として
索　引
コラム
　１ スクールソーシャルワーカーと
　　 協働して教育格差に向き合おう
　２ 学歴に関するありがちな意見は
　　 妥当なのか？
　３ 学校における「会話」を分析してみる
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◎ 教職課程コアカリキュラム，学習指導要領に対応し
　 た教職科目シリーズ第３巻
◎ 各章冒頭に設けたWORKを通して主体的・対話的で
　 深い学びへとつなげる
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教職課程コアカリキュラムおよび学習指導要領に対
応した教職科目テキストシリーズの第３巻。現代の
教育とそれをとりまく社会の動向の関係，学校の現
状や課題についてさまざまな側面からわかりやすく
読み解く。

はじめに

　第Ⅰ部　変化する学校の姿　
第１章　変わる学校制度
　１ 学校の種類
　２ 高等学校の多様化と中等教育学校の
　　 設置
　３ 義務教育段階の学校改革
　４ 障害を持つ子どものための学校
　５ これからの学校教育

第２章　社会の動向とカリキュラム
　　　　──教育内容と教育方法
　１ 産業構造の大転換と教育内容の抽象化・
 　　過密化
　２ 多様化・個性化と画一化・標準化の
　　 はざまで
　３ 「コンテンツ」から「コンピテンシー」への
 　　転換

第３章　情報化の進展と学校教育
　１ 「学校社会化」と「情報社会化」
　２ 近代学校教育のコミュニケーションと
　　 かつてのニューメディア
　３ 教育の情報化は何を変えるのか
　４ 教育の情報化の進展をどう考えるのか

第４章　学力問題の動向
　１ 21世紀の学力問題
　２ 学力の格差
　３ 新しい能力をどう見るか
　４ 拙速な改革を行う前に

　コラム①全国的な学力調査のＣＢＴ化？

第５章　教師教育改革の動向
　１ 戦後の教員養成の理念
　２ 現代の教師教育改革

　３ 養成されうる教師像からみた問題点
　４ 求められる教師

　コラム②教師の働き方

第６章　社会の変化と幼児教育
　１ 幼児教育の重要性
　２ 多様な幼児教育施設
　３ わが国の幼児教育の歴史的変遷
　４ 幼児教育の基本的な考え方
　５ これからの幼児教育

第７章　学校の危機管理と学校安全
　１ 学校安全への関心の高まり
　２ 学校安全のねらい，体系，領域
　３ 学校における安全教育
　４ 教育課程における安全教育
　５ 学校における安全管理
　６ 組織活動と学校安全計画の作成
　７ 学校安全をめぐる諸課題

　第Ⅱ部　学校が直面する今日的課題　
第８章　地域と学校の連携
　　　　――学校評価とコミュニティ・
　　　　　　スクール
　１ 地域と学校の連携の経緯
　２ コミュニティ・スクール
　　 （学校運営協議会）とは
　３ コミュニティ・スクールの特徴と
　　 今後の課題

第９章　子どもの生活をふまえた学校と
　　　　家庭の連携
　１ 学校と家庭の連携が求められる背景
　２ いまの子どもたちの家庭の状況
　３ 子どもの生活実態をふまえた家庭との
　　 連携の必要性

第10章　子どもの貧困と虐待
　　　　——福祉と教育の連携
　１ 子どもの貧困と教師の対応
　２ 家庭の貧困と児童虐待
　３ 子どもに関わる機関としての学校
　４ 福祉と教育はいかに連携しうるか

　コラム③子ども食堂

第11章　義務教育と不登校
　１ 義務教育とは何か
　２ 不登校問題の経過と対策
　３ 就学義務がない子どもの教育機会の
　　 確保
　４ すべての子どもの教育機会を
　　 保障するために

第12章　マイノリティと学校教育
　１ マイノリティ／マジョリティとは何か？
　２ 近代日本とマイノリティ
　３ マイノリティと学校教育

第13章　ジェンダーと教育
　１ 「女らしさ」と「男らしさ」
　２ 学校教育とジェンダー
　３ ジェンダーと進路選択
　４ 性のあり方の多様性

第14章　共生のための教育
　１ なぜ共生が必要なのか？
　２ 共生に関わるさまざまな教育
　３ 共に生きる社会に向けた教育

　コラム④コロナ禍と学校教育
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる文化人類学［第２版］

綾部恒雄／桑山敬己 編

学界の最前線で活躍している研究者が文化人類学の
主要なテーマをやさしいことばで解説し，その面白
さと奥深さの両方を伝える。
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ （または４
　 ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して文化人類学の主要な知見と考え方が理解
　 できる
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はじめに

Ⅰ　人類と文化
　１ 人類の起源と進化
　２ 文化の曙
　３ 文化とは何か
　４ 文化の相対性

Ⅱ　人類学の歴史
　１ ヨーロッパの人類学 ：
　　 １　フランス
　２ ヨーロッパの人類学：
　　 ２　 イギリス
　３ アメリカの総合人類学
　４ 日本の文化人類学

Ⅲ　人類と言語
　１ 人間の言語とはなにか
　２ 言語と文化
　３ 言語・文化・コミュニケーション
　４ 言語と文字
　５ グローバル化と滅びゆく言語

Ⅳ　生業
　１ 生業のとらえかた
　２ 狩猟採集
　３ 牧畜
　４ 農耕
　５ 生業の類型化と社会進化

Ⅴ　文化と経済
　１ 贈りものと経済
　２ 互酬性・再分配・市場交換
　３ 互酬性の諸相
　４ 市場と貨幣
　５ ポリティカル・エコノミーと
　　 世界システム

Ⅵ　性と婚姻
　１ 生殖と人間
　２ 性と生殖のコントロール
　３ 婚姻のルール
　４ 性と生殖，婚姻の分離
　５ 性と生殖，婚姻の再構築

Ⅶ　家族と親族
　１ 家族のかたちと居住空間
　２ 身内の分類と距離感覚
　３ 出自と祖先
　４ 現代社会と家族・親族

Ⅷ　ジェンダーとセクシュアリティ
　１ ジェンダーとセックス
　２ 女性の劣位性という問題
　３ ジェンダー研究の欧米中心主義
　４ 女性の多様性と多面性
　５ 男女の二項を超えていく
　　 ジェンダー

Ⅸ　人種について
　１ ｢人種」は存在するか
　２ 現代の人種差別

Ⅹ　民族とエスニシティ
　１ 民族とは何か
　２ 民族をめぐる語彙
　３ 本質主義と構築主義
　４ エスニシティ
　５ エスニック・アイデンティティ
　６ 民族と国家
　７ 先住民族

Ⅺ　法律・秩序・社会統制
　１ ルールと文化
　２ ｢もめごと」とは何か
　３ 紛争処理の多様性と変化
　４ 先住民と法
　５ 宗教と法

Ⅻ　政治と権力
　１ 政治システムの進化論
　２ 政府のない社会の政治
　３ 帝国と植民地と人類学
　４ 現代世界の紛争と暴力
　５ 人権と文化をめぐる政治

�　宗教と世界観
　１ 葬送儀礼と霊魂観
　２ 祭りと地域社会
　３ 妖術信仰と「悪」の語り

　４ 憑依とシャーマニズム
　５ 民族宗教と「世界」宗教

�　人間の一生（時間と儀礼）
　１ 人や物は分類されている
　２ 人の一生と通過儀礼
　３ なぜ人は通過儀礼を行うのか
　４ 分類と境界
　５ 穢れとタブー

�　医療と文化
　１ 存在と関係性への問い
　２ 環境と人間の関係性
　３ 身体と人間関係
　４ 社会と身体の関係性
　５ 心身の連関と自己への問い

ⅩⅥ　人類の移動と共生
　１ 移動をもたらしたもの
　２ 移動のあり方の変化
　３ 移動した人々
　４ 国民国家と移動する人々
　５ グローバル化と共生

ⅩⅦ　開発と文化
　１ 世界システムの展開と開発
　２ 節合の弁証法その後
　３ 伝統的生業と商品経済の節合
　４ アクターとしてのミドルマンの
　　 役割
　５ ｢読み替え」による伝統的消費

ⅩⅧ　観光と文化
　１ 観光現象と文化人類学
　２ 観光のまなざしと演じられる
　　 文化
　３ 文化遺産とノスタルジア
　４ 都市化とグリーン・ツーリズム
　５ 文化政策と地域づくり

ⅩⅨ　文化人類学と民族誌
　１ 民族誌と文化の表象
　２ オリエンタリズム批判
　３ ポストモダンの人類学
　４ 博物館と文化の展示

　５ ネイティヴの人類学

ⅩⅩ　フィールドワーク
　１ 文化人類学とフィールドワーク
　　 の関係
　２ 文化人類学的研究の流れと
　　 フィールドワークの位置
　３ どのように調査のテーマ・課題
　　 を選ぶのか
　４ フィールドで実際何を行うのか：
　　 １ 参与観察
　５ フィールドで実際何を行うのか：
　　 ２ インタビュー
　６ フィールドで実際何を行うのか：
　　 ３ フィールドノート
　７ 調査の倫理：
　　 人として心がけるべきこと

ⅩⅩⅠ　文化人類学と民俗学
　１ 二つのミンゾクガク：
　　 民俗学と民族学
　２ 柳田國男の研究視角
　３ 現代民俗学と文化人類学

ⅩⅩⅡ　文化人類学とカルチュラル・
　　スタディーズ
　１ カルチュラル・スタディーズとは
　２ 民族誌的方法と「流用」への注目
　３ 文化的アイデンティティを
　　 めぐる折衷主義

さくいん
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19世紀後半から現在まで150年に及ぶ文化人類学の
展開の軌跡を，主要な研究者の生涯と業績・著作に
焦点を当て読み解く。古典から最新の研究動向まで
カバーし，人類学の大きな学問潮流を捉える道案内

（ガイド）を提供する。

はじめて学ぶ文化人類学
―― 人物・古典・名著からの誘い

岸上伸啓 編著
ここが

ポイント
!!

◎ 主要な研究者・業績・著作のエッセンスを一冊に凝縮
◎ 日本を代表する文化人類学者もコラムで紹介
◎ 文化人類学の潮流を，大きな思想の流れとして把握で
 　きる

文
化
人
類
学

はじめに

　Ⅰ　文化人類学の形成
【社会・文化進化論と文化概念】
エドワード・バーネット・タイラー
　（Edward Burnett Tylor）

【文化伝播論】
ヴィルヘルム・シュミット（Wilhelm Schmidt）

【歴史的個別主義】
フランツ・ボアズ（Franz Boas）

【フランス民族学の形成】
マルセル・モース（Marcel Mauss）

【機能主義】
ブロニスロウ・K・マリノフスキー
　（Bronislaw K. Malinowski）

【機能主義】
アルフレッド・R・ラドクリフ＝ブラウン
　（Alfred R. Radcliffe-Brown）

【文化論】
ルース・フルトン・ベネディクト
　（Ruth Fulton Benedict）

【文化とパーソナリティ】
マーガレット・ミード（Margaret Mead）

【総合人類学】
クライド・クラックホーン（Clyde Kluckhohn）

　コラム　岡　正雄
　コラム　杉浦健一
　コラム　馬淵東一
　コラム　大林太良

　Ⅱ　文化人類学の展開
【新進化主義】
レスリー・ホワイト（Leslie White）

【新進化主義】
ジュリアン・H・スチュワード
　（Julian H. Steward）

コラム　梅棹忠夫
【生態人類学】
ロイ・A・ラパポート（Roy A. Rappaport）

【生態人類学】
リチャード・リー（Richard Lee）

コラム　渡辺　仁

コラム　田中二郎
【認識人類学】
ハロルド・コリヤー・コンクリン
　（Harold Colyer Conklin）

コラム　福井勝義
【経済人類学と構造主義歴史人類学】
マーシャル・D・サーリンズ
　（Marshall D. Sahlins）

【ポリティカル・エコノミー論】
エリック・ウルフ（Eric Wolf）

【象徴人類学】
ヴィクター・W・ターナー
　（Victor W. Turner）

【象徴人類学】
デイヴィッド・M・シュナイダー
　（David M. Schneider）

コラム　山口昌男
【解釈人類学】
クリフォード・ギアツ（Clifford Geertz）

【エスニシティ論】
フレドリック・バルト（Fredrik Barth）

【ナショナリズム・国家論】
ベネディクト・アンダーソン
　（Benedict Anderson）

コラム　綾部恒雄
【人文学的人類学】
E・E・エヴァンズ＝プリチャード
　（E. E. Evans-Pritchard）

【構造論的社会人類学】
ロドニー・ニーダム（Rodney Needham）

【象徴論】
エドマンド・R・リーチ
　（Edmund Ronald Leach）

【象徴論】
メアリー・ダグラス（Mary Douglas）

コラム　中根千枝
【構造主義人類学】
クロード・レヴィ＝ストロース
　（Claude Lévi-Strauss）

【マルクス主義人類学】
モーリス・ゴドリエ（Maurice Godelier）

【実践理論】
ピエール・ブルデュー（Pierre Bourdieu）

【象徴論】
ダン・スペルベル（Dan Sperber）

コラム　川田順造

　Ⅲ　文化人類学への批判と新たな展開
【批判・自省的人類学（ポストコロニアル人類学）】
ロジャー・キージング（Roger M. Keesing）

【批判・自省的人類学（ポストコロニアル人類学）】
ジェイムズ・クリフォード（James Clifford）

【実践コミュニティ論】
ジーン・レイヴ（Jean Lave）

【環境人類学】
ウィリアム・バリー（William Balée）

【ジェンダー論】
ジュディス・バトラー（Judith Butler）

【医療人類学】
アーサー・クラインマン（Arthur Kleinman）

【医療人類学】
マーガレット・ロック（Margaret Lock）

【実践人類学（公共人類学）】
ロバート・チェンバース（Robert Chambers）

【グローバリゼーション論】
アルジュン・アパドゥライ（Arjun Appadurai）

【存在論的人類学】
マリリン・ストラザーン（Marilyn Strathern）

【存在論的人類学】
アルフレッド・ジェル（Alfred Gell）

【存在論的人類学】
ティム・インゴールド（Tim Ingold）

【存在論的人類学】
フィリップ・デスコラ（Philippe Descola）

【存在論的人類学】
ブルーノ・ラトゥール（Bruno Latour）

【存在論的人類学】
エドゥアルド・ヴィヴェイロス・デ・カストロ
　（Eduardo Viveiros de Castro）

【存在論的人類学】
アネマリー・モル（Annemarie Mol）

人名・事項索引
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文化人類学の基礎を学んだ学生を対象に，同分野を
より深く掘り下げて解説すると同時に，新たな研究
動向についても紹介する。真剣に学びたい学生のた
めに，学界を代表する研究者が力を結集して書いた
入魂の一冊！

◎ 文化人類学を深く学びたい人のための好個のテキスト
◎ 基本的な研究分野と新しい研究分野の両方を網羅して
　 いる

詳論 文化人類学
―― 基本と最新のトピックを深く学ぶ

桑山敬己／綾部真雄 編著
ここが

ポイント
!!
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まえがき
　第Ⅰ部　基本領域
第１章　文化相対主義の源流と現代
　１ 文化相対主義の登場と発展
　２ 文化相対主義批判の古典的事例
　　 ──言語相対論をめぐって
　３ 文化相対主義の現代的諸相
　４ 課題と展望
第２章　言語人類学
　１ 前史および古典期
　２ コミュニケーションの民族誌
　３ 現代言語人類学の展開
　４ 言語人類学の主張
　５ 課題と展望
第３章　狩猟採集社会
　　　　──その歴史，多様性，現状
　１ 狩猟採集社会の歴史
　２ 多様な狩猟採集社会
　３ 21世紀の狩猟採集社会
　　 ──カナダ・イヌイット社会
　４ 狩猟採集の現代的な意義
　５ 課題と展望
第４章　文化と経済
　１ 贈与交換と互酬性
　２ モラル・エコノミー
　３ 地域通貨
　４ ジェンダーと経済
　５ 文化と資本主義経済
　６ 課題と展望
第５章　家族と親族
　１ 家族・親族研究の開始と展開
　２ グローバル化の中の家族と親族
　３ 親族研究における西洋的二元論の
　　 克服
　４ 世界内存在としての身体と家族・
　　 親族
　５ 課題と展望
第６章　ジェンダーとセクシュアリティ
　１ ジェンダーの人類学，ジェンダー
　　 視点の人類学
　２ ジェンダーとセックス
　３ 女性の可視化という問題
　４ ジェンダーと権力
　５ セクシュアリティ，トランスジェンダー，
　　 様々な性のかたち

　６ 課題と展望
　　 ──視点としてのジェンダー
第７章　同時代のエスニシティ
　１ 誰がエスニックか
　２ エスニシティ前夜
　３ 論争
　４ 定義と定位
　５ 同時代のエスニシティ
　６ 課題と展望
第８章　法と人間
　１ 争論の中での法の発見
　２ 争論を文脈化する
　　 ──法との接点において働く力
　３ 他者を知る法理論
　　 ──法のプルーラリズム／
　　　　 オルタナティブ
　４ 法の確定性を支えるメカニズム
　　 ──法人類学のもう一つの筋書き
　５ 課題と展望
　　 ──法人類学のさらなる筋書き
第９章　政治・紛争・暴力
　１ 伝統社会の暴力と人権問題
　２ 東アフリカ牧畜社会の武力紛争
　３ 現代の民族紛争と内戦
　４ 課題と展望
　　 ──戦争と平和という連続体
第10章　宗教と世界観
　１ 文化人類学と宗教
　２ 宗教とは何か
　３ 世界を意味づける
　４ 再び宗教とは何か
　５ 課題と展望
第11章　儀礼と時間
　１ 人類学における儀礼研究
　２ リミナリティのもつ力
　　 ──ヴィクター・ターナー
　３ 分類と境界
　４ 象徴研究とその先へ
　５ 課題と展望
　　 ──グローバル社会における儀礼
　　　　 と政治
第12章　医療と文化
　１ 非西洋医療への関心
　２ 多元的医療論
　３ 非西洋医療をめぐるグローバルな動向
　４ 病気のとらえ方

　５ 課題と展望
第13章　グローバリゼーションと移動
　１ グローバリゼーションの人類学
　２ グローバリゼーションとは何か
　　 ──歴史化的転回
　３ さまよえるグローバリゼーション研究
　　 ──否定論的転回
　４ ローカリティとフィールドの消滅
　　 ──連接論的転回
　５ グローバルなものとローカルなもの
　　 ──存在論的転回
　６ 課題と展望
　　 ──ポスト・グローバリゼーション的転回
第14章　開発と文化
　１ 普遍性と個別性
　２ 言説としての開発
　３ 感情によって揺れる開発
　４ 「持続可能な開発」と文化
　５ 課題と展望
第15章　観光と文化
　１ 観光現象と文化人類学
　２ 観光のまなざしと生活文化
　３ 地域イメージと演じられる文化
　４ 情報化時代における場所の意味
　５ 課題と展望
第16章　民族誌と表象・展示
　１ 民族誌とは何か
　２ 人類学と民族誌記述の歴史
　３ 民族誌の発展
　４ 民族誌批判
　５ 民族誌の可能性
　６ 課題と展望
第17章　フィールドワーク論
　１ 人類学的フィールドワークの特徴
　２ フィールドワークの現在
　３ フィールドワークにともなう倫理
　４ フィールドワークで遭遇する危険
　　 と困難
　５ 課題と展望
　第Ⅱ部　新たな展開
第18章　構造主義の現代的意義
　１ 構造の定義
　２ 文化と自然の連続
　３ 主体の解体，作者の死
　４ 神話が考える
　５ 構造主義の倫理

　６ 課題と展望
第19章　「もの」研究の新たな視座
　１ 「もの」研究の系譜
　２ 近年の人類学における「もの」
　　 への回帰
　３ 「もの」研究のいくつかの視点
　４ 脱人間中心主義的人類学の可能性
　５ 課題と展望
第20章　災害とリスクの人類学
　１ 生活・環境・災害
　２ 被災（害）者という対象
　３ 災害というプロセス
　４ リスクに備える
　５ 課題と展望
第21章　人とヒト
　　　　──文化人類学と自然科学の
　　　　　　再接合
　１ 文化人類学の対象とする人とヒト
　２ 文化人類学からの「再接合」
　３ 自然科学からの接近
　４ 科学技術社会論と「再接合」
　５ 課題と展望
第22章　映像と人類学
　１ 映像と人類学の黎明期
　２ 科学と制度化
　３ 革命とアヴァンギャルド
　４  「共有」とは？
　　 ──ネイティヴの視点から
　５ 課題と展望
第23章　認識論と存在論
　１ 社会科学の通奏低音
　２ 人類学と認識論
　３ 存在論的転回
　４ パースペクティヴィズムの外延
　５ 課題と展望
第24章　日本研究の現在
　　　　──医療人類学の視点から　
　１ 異なる近代としての日本
　　 ──科学・医療人類学的視座
　２ 日本の医療研究
　　 ──象徴主義と社会構成主義的
　　　　 アプローチ
　３ ライフサイクルの医療化論
　４ 精神医学の人類学
　５ 課題と展望
人名索引／事項索引
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「外見」で判断してしまう読者を，楽しい文化人類
学の世界へ引きずり込む，わかりやすい入門書。
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目からウロコの文化人類学入門
―― 人間探検ガイドブック

斗鬼正一 著
ここが

ポイント
!!

◎ 文化人類学の見方・考え方をわかりやすく解説
◎ 当たり前を当たり前と思い込まない考え方が身につく

文
化
人
類
学

はじめに

第１章　人間探検の学・文化人類学
　１ 文化人類学への大誤解
　２ 文化人類学のプロフィール
　３ 文化人類学は何の役に立つのか

第２章　文化という大発明
　１ 文化とは何か
　２ 文化という大発明

第３章　文化の作られ方
　１ 文化は構造を持つ
　２ 文化の組み立て方
　３ 文化の教育機能

第４章　環境と文化の関係
　１ 文化は環境が決める
　２ 気候の評価と文化
　３ 天体運行の評価と時の文化
　４ 空間の評価と地図
　５ 文化も環境

第５章　人の行動と文化
　１ 人の分類と人の行動
　２ 動物の分類と人の行動
　３ 空間の分類と人の行動
　４ 人の行動を決めるもの

第６章　人は色をどう見ているのか
　１ 色の見え方は文化が決める
　２ 色を学ぶ
　３ 文化というフィルターと自己認識

第７章　人は音をどう聞いているのか
　１ 音の聞こえ方は文化が決める
　２ 言語と聴覚
　３ 文化と音環境

第８章　食，味覚と文化
　１ 食べるものと食べないもの
　２ 食のタブー

　３ 味覚と文化

第９章　なぜ美しい風景は美しいのか
　１ 見る目と風景の見え方
　２ 美しい風景の見え方
　３ なぜ美しい風景は美しい風景に　
　 　なったのか
　４ 自己認識と美しい風景

第10章　なぜ美人は美人なのか
　１ 美人は男の本能が決めるのか
　２ 美人は文化が決める
　３ 民族のアイデンティティと美人像
　４ 権力による美人像
　５ 経済と美人像
　６ メディアが美人像を作る
　７ ミス・ワールドコンテストは
　　 なぜ問題なのか
　８ 美人論と生き方

第11章　不潔，清潔とは何か
　１ 汚いとは何か
　２ 身体の境界を曖昧にするもの
　３ 自然のままの身体，住まい，　　 
　　 街は汚い
　４ 清潔感とアイデンティティ
　５ 国際化と清潔観

第12章　正常，異常とは何か
　１ 統合失調症と文化
　２ インセスト・タブーと文化

第13章　国際化と民族の
　　　　アイデンティティ
　１ 国際化は大変なことなのだ
　２ 異文化の出会いと民族対立
　３ 文化変容の諸相
　４ 文化変容を強いられた人々
　５ 日本の文化侵略への抵抗

第14章　共生の時代を上手に生きる
　１ 共生を前向きに
　２ 自民族中心主義が摩擦を生む
　３ 文化相対主義こそ共生の道
　４ 国際化をプラスに転じよう
　５ 民族アイデンティティは不可欠か

第15章　国際化の中で日本文化を
　　　　考える
　１ 日本文化はそんなに特殊か
　２ 日本は本当に島国か
　３ グローバルスタンダードと日本　
　 　スタンダード

第16章　フィールドワークという
　　　　人間探検
　１ 文化人類学は体験型学問
　２ なぜフィールドワークなのか
　３ なぜ長期調査なのか
　４ 「未開」社会の調査
　５ 自らの文化の調査
　６ 都市の調査
　７ 数字にする調査，しない調査
　８ フィールドワークは非科学的か
　９ フィールドワーカーの条件
　10 教育としてのフィールドワーク
　11 フィールドワークのロマン

第17章　フィールドワークの
　　　　テクニック
　１ フィールドを選ぶ
　２ 出かける前に
　３ フィールドの実際
　４ インタビューのテクニック
　５ 記録魔，収集魔になる
　６ フィールドワークは人と人の
　　 関係から
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初学者に配慮した構成で，民俗学の基礎や考え方を
丁寧に解説。「あたりまえ」と思っている日々の生
活を，「民俗」という新たな視点で捉え直すきっか
けを提供し，民俗学の世界へと誘うテキスト。

はじめて学ぶ民俗学
市川秀之／中野紀和／篠原 徹／
常光 徹／福田アジオ 編著

ここが

ポイント
!!

◎ 私たちの生活に身近なものとして民俗学を学べる
◎ これから民俗学を学び始める大学生を主人公にした物
　 語に沿って，民俗学の主要テーマを解説する
◎ コラムや読書案内など学ぶための工夫も充実

民
俗
学

はじめに
この本を使う人のために
アイの自己紹介

第１章 身体を装う
　１ 身体を飾る
　２ 衣の記憶
コラム１ ハレとケ

第２章　自分を振り返る
　１ ルーツをさぐる
　２ 不安を除く

第３章　知らない世界に出会う
　１ よりよい暮らしを求めて
　２ 地域を演出する
コラム２ 在日外国人

第４章　集いを楽しむ
　１ 都市の熱気
　２ ムラの祭り

第５章　感性を育む
　１ 学校の怪談
　２ 四季の遊び
コラム３ 鯨とイルカ

第６章　家族の縁をつくる
　１ 結婚
　２ 親戚のおじさん・おばさん
コラム４ ジェンダー

第７章　節目を意識する
　１ 厄を払う
　２ 身近な言い伝え
コラム５ 家相と風水

第８章　「ご先祖様」をつくる
　１ 墓参り
　２ 先祖供養と盆
コラム６ 自然災害と民俗

第９章　ネットワークを求める
　１ マチのつきあい
　２ 職場のつきあい
コラム７ 選挙と民俗

第10章　暮らしを変える
　１ ムラの過疎化
　２ 仕事と労働
　３ 生活改善
コラム８ 民俗学と近代

第11章　「伝統」をひろげる
　１ コンビニで知る年中行事
　２ 学校で学ぶ民俗
コラム９ 柳田国男

第12章　境界を超える　
　１ あの世への旅立ち
　２ いのちの誕生
コラム 10 日本民俗学史

民俗学すること――１年間を振り返って
民俗学をさらに学ぶための参考文献
図版・図表出典一覧／索引
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知って役立つ民俗学
―― 現代社会への40の扉

福田アジオ 責任編集

日常の素朴な疑問から，親の介護や差別など現代の
社会問題まで，40の扉から民俗の世界を探る入門書。
身近な問題を民俗学の視点から考えられるようにな
る一冊。

ここが

ポイント
!!

◎ １項目見開き６頁構成で興味のある項目から読み始め
　 られる，民俗学はじめの一冊
◎ 基礎概念についての丁寧な解説，豊富な図版によって
　 日本の文化を読み解く

民
俗
学

まえがき
凡　例

第１章　現代の家族事情
　１ 「おひとりさま」で生きていけますか？
　　 ――ひとり暮らしの人生設計　
　２ 「サザエさん」家族のこれからは？
　　 ――家族の形の変化
　３ 主婦は「職業」なのか？
　　 ――主婦権と女性　　
　４ 親の介護，どうしますか？
　　 ――家族の介護力と終の棲家
　［次の扉を開くための読書案内］

第２章　人間関係のゆくえ
　５ ムラ社会とはどんな社会？
　　 ――結集と排除
　６ 「祭り」はなぜ盛り上がるのか？
　　 ――神事から祝祭へ
　７ お中元，お歳暮はなぜするのか？
　　 ――つきあいと贈答
　８ 人々の絆はどうなっていくのか？
　　 ――血縁・地縁・社縁，そして無縁
　［次の扉を開くための読書案内］

第３章　墓と葬儀
　９ お墓にはどんな意味があるのか？
　　 ――墓地と墓石の変化
　10 昔は土葬が普通だったというのは本当か？
　　 ――土葬から火葬へ
　11 おくりびとは昔からいたのか？
　　 ――葬祭業の現代
　12 どうして香典を持って行くのか？
　　 ――葬儀と義理
　［次の扉を開くための読書案内］

第４章　区別と差別
　13 放送禁止用語・放送禁止歌って
 　　知っていますか？
　　 ――「言い換え」に表れた差別
　14 「ブラク」は差別用語か？
　　 ――被差別部落の民俗

　15 いじめはなぜなくならないか？
　　 ――子ども社会の区別と差別
　16 ケガレと汚染は同じか？
　　 ――排除の民俗　　
　［次の扉を開くための読書案内］

第５章　横並び志向の心理
　17 出る杭はどうして打たれるのか？
　　 ――個性の発現とムラ社会
　18 渡る世間は鬼ばかり？
　　 ――世間と空気　　
　19 なぜユニフォームを着るのか？
　　 ――衣服で演じる一体感
　20 なぜきちんと行列を作るのか？
　　 ――秩序の民俗
　［次の扉を開くための読書案内］　

第６章　くらしと自然環境
　21 自然資源は誰のものか？
　　 ――コモンズの思想
　22 自然災害はどう伝えられてきたか？
　　 ――災害伝承の背景
　23 鯨を捕るのは悪いことか？
　　 ――捕鯨と自然保護　
　24 『もののけ姫』のメッセージは何？
　　 ――草木国土悉皆成仏
　［次の扉を開くための読書案内］　

第７章　神と自然
　25 パワースポットはなぜ流行る？
　　 ――聖地巡礼とスピリチュアリティ
　26 猫はなぜ化けるのか？
　　 ――妖怪の多様性と変遷
　27 花見はいつから始まったのか？
　　 ――花を愛でる心と季節感
　28 盆と彼岸をまつるご先祖様は誰か？
　　 ――祖先祭祀の変容
　［次の扉を開くための読書案内］

第８章　くらしと信仰　
　29 丙午って何？――誕生と俗信

　30 「月遅れ」って何？――暦と行事
　31 正月に一斉に歳を取るって本当？
　　 ――年齢の民俗
　32 なぜお守りを持っているのか ?
　　 ――祈願とまじない
　［次の扉を開くための読書案内］

第９章　ウチとソト
　33 押すべきか？　引くべきか？
　　 ――引き戸からドアへ
　34 縁側って何？――あいまいと両義
　35 地蔵や道祖神はどこに立っているのか？
　　 ――境界と神仏
　36 なぜ「ウチの会社では」というのか？
　　 ――ウチの意識・ソトの意識
　［次の扉を開くための読書案内］

第10章　日本文化の多様性
　37 正月の雑煮に入れる餅は丸か四角か？
　　 ――列島の地域性
　38 ゴーヤーチャンプルーは沖縄料理か？
　　 ――沖縄文化の柔軟性と多様性
　39 なぜ日本人はラーメンやキムチが
　　 好きなのか？
　　 ――食文化の近代
　40 「県民性談義」はなぜ盛り上がるのか？
　　 ――地域差と地域性
　［次の扉を開くための読書案内］

民俗学が読み解く現代

参考文献
あとがき　
図版・図表出典一覧
索　引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるジェンダー・スタディーズ
—— 人文社会科学から自然科学まで

木村涼子／伊田久美子／熊安貴美江 編著

人文社会科学から自然科学の分野に至るまで，幅広
く展開するジェンダー・スタディーズ。本書は，ジェ
ンダー・スタディーズが各学問領域に与えたインパ
クトの深さと広さを，総合的にとらえることができ
る入門書。

はじめに
　　――ジェンダー・スタディーズとは

　Ⅰ　ジェンダー・スタディーズの
　　　理論

　１ フェミニズムとジェンダー研究
　２ フェミニズム理論の見取り図
　３ ジェンダー・スタディーズの
　 　インパクト
　４ グローバル・フェミニズム：
　 　国際的な人権確立の流れ

　Ⅱ　ジェンダー・スタディーズの
　　　諸相

１　文化とジェンダー

　Ａ　育つ・育てる
　１ ジェンダーと社会化
　２ 幼児教育・保育
　３ かくれたカリキュラム
　４ 生徒文化
　５ 家庭科
　６ 進路選択
　７ 性教育
　８ 子育て・育児戦略

　Ｂ　多様な文化・多様なくらし
　１ 婚姻・親族・子育て
　２ 儀礼
　３ 性別分業
　４ 世界観
　５ 女子割礼／女性性器切除
　６ グローバル化と文化研究の
　 　新しい展開

　Ｃ　‘his story’ を超えて
　１ 社会史のインパクト
　２ 近代家族
　３ 性と生殖
　４ 労働史
　５ 農村女性史

　Ｄ　想像と創造
　１ エクリチュール・フェミニン
　２ フェミニスト・クリティーク
　３ 西洋美術とジェンダー：
　 　つくられた身体
　４ 日本絵画とジェンダー：
　　 天皇皇后肖像
　５ 女ことば・男ことば
　６ ことばとセクシュアリティ
　７ 言語の男性支配

２　社会とジェンダー

　Ａ　社会システムを考える
　１ 性役割
　２ メディアとジェンダー
　３ 家族とジェンダー
　４ コミュニケーション
　５ 社会階級論・社会階層論
　６ ライフコース論
　７ 男性学
　８ サブカルチャーとジェンダー
　９ 宗教：
　　 「混在するめぐみ」として
　10 エスニシティ

　Ｂ　心のなかを見つめる
　１ ジェンダーと発達
　２ ジェンダー・アイデンティティ
　３ ジェンダー・ステレオタイプ
　４ 摂食障害
　５ トラウマ・PTSD
　６ フェミニストカウンセリング
　７ 性差別主義

　Ｃ　お金と労働のあいだ
　１ ジェンダー統計・ジェンダー予算
　２ 開発
　３ アンペイド・ワーク
　４ ジェンダー・セグリゲーション
　５ ペイ・エクイティ
　６ 移民女性労働
　７ 非正規雇用とジェンダー
　８ 女性の貧困

　９ 家計
　10 ワーク・ライフ・バランス

　Ｄ　人間という存在を問う
　１ 公共圏
　２ シティズンシップ
　３ 正義論
　４ ポストモダンニズム／
　　 ポストコロニアリズム
　５ 暴力

　Ｅ　法というシステム
　１ 憲法
　２ 民法
　３ 労働法と男女雇用機会均等法
　４ 刑法とジェンダー
　５ 国際人権法

３　身体とジェンダー

　Ａ　生物としての人間
　１ 自然科学とジェンダー
　２ 性差の科学言説
　３ 技術・技術史
　４ 脳の性差論
　５ 先端医療技術と女性
　６ 科学史とジェンダー
　７ 進化生物学
　８ 性同一性障害

　Ｂ　身体／スポーツを考える
　１ 近代スポーツにおける女性の
　　 排除
　２ 学校体育・学校スポーツ
　３ 身体能力の性差再考
　４ スポーツにおける
　　 ハラスメント・暴力
　５ ホモフォビア

　Ｃ　ケアする／される
　１ ウィメンズ・ヘルスケア
　２ セクシュアリティと看護
　３ 社会福祉思想とジェンダー
　４ 社会福祉政策とジェンダー
　５ ケアと労働

Ⅲ　ジェンダー・スタディーズの
　　最前線：領域横断的なトピック

　１ セクシュアル・マイノリティ
　２ マイノリティ女性の人権
　３ 障害（ディスアビリティ）と
　　 ジェンダー
　４ 戦時性暴力と日本軍「慰安婦」
　　  問題
　５ 犯罪とジェンダー
　６ 女性と子どもに対する暴力
　７ リプロダクティブ・ヘルス／
　　 ライツ
　８ 「第三世界」の女性
　９ ホモソーシャリティ
　10 国民国家と軍隊
　11 性の商品化とセックスワーク
　12 「代理出産」をどうみるか
　13 空間へのアプローチ：
　　 フェミニスト地理学
　14 親密圏と親密権
　15 自然災害とジェンダー
　16 ハラスメントとジェンダー
　17 母性愛神話

事項索引
人名索引

ここが

ポイント
!!

◎ 「ジェンダー論」「ジェンダー学」「女性学 / 男性学」な
　 ど教養科目の講義用テキストとして最適
◎ 人文社会科学から自然科学まで網羅した入門書
◎ ジェンダー学の最前線で活躍する執筆陣

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論



ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

ここが

ポイント
!!

B5判美装/320頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
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論点・ジェンダー史学
山口みどり／弓削尚子／後藤絵美／
長 志珠絵／石川照子 編著

列女伝，クルアーンから世界大戦，ジャニーズまで，
113の〈論点〉を最新の研究動向に照らし、〈概要（当
時の議論・その後の展開〉〈探究のポイント〉とと
もにコンパクトに解説。36のコラムで重要トピック
もカバーする充実の書。

◎ ジェンダー史学の論点を113項目集成し，概要（当時
 　の議論・その後の展開）とともに提示。〈探究のポイン
　 ト〉として，ゼミや講義で議論する際の手がかりを示す
◎ 36のコラムで，論点に収まりきらない重要トピックも
　 カバーする
◎ 気鋭の執筆者から重鎮まで，学界の第一線の執筆陣

はじめに
Ⅰ　前近代
　１ 父系原理と男耕女織［中国］
　２ イスラーム法と家族［イスラーム圏］
　３ 伝統家族［中国］
　４ ペストとジェンダー表象［ヨーロッパ］
　５ キリスト教世界と魔女狩り［西洋］
　６ 結婚をめぐる法［イングランド］
　７ 女性の経済活動と移動［グローバル］
　８ イスラーム社会における女子教育 ［イスラーム圏］
　９ 家庭教育と女性文化［中国］
　10 科学とジェンダー［西洋］
　11 産科学とジェンダー［フランス］
　12 啓蒙思想と女性の学識［ヨーロッパ］
　13 貞節と男女隔離［中国］
　14 同性愛／異性愛［イスラーム圏］
　15 江戸文化と男性同性愛［日本］
　16 ロマンティック・フレンドシップ［イギリス］
　〈コラム１〉前近代西アジアの歴史叙述 ［イスラーム圏］
　〈コラム２〉ランケ以前の歴史叙述［ヨーロッパ］
　17 法廷とジェンダー［オスマン帝国］
　18 宮廷のハレム［オスマン帝国］
　19 女性君主・王妃［ヨーロッパ］
　20 フランス革命とジェンダー［フランス］
　21 女性と政治参加［イギリス］
　〈コラム３〉フェミニズムの萌芽［ヨーロッパ］
　〈コラム４〉｢人種」概念の誕生とジェンダー［西洋］

Ⅱ　｢近代」のはじまり
　１ 異性装［フランス］
　２ 福音主義的社会改良運動［イギリス］
　３ 家庭重視イデオロギー［イギリス］
　４ 近代家族像と文明規範［日本］
　５ 家族関係の変化［イラン］
　〈コラム５〉奴隷でもなく，女中でもなく ［オスマン帝国］
　〈コラム６〉婚姻法の変化［イスラーム圏］
　６ 幼児教育［ドイツ］
　７ 中等教育［イギリス］
　８ 女子職業教育［ロシア］
　９ 居留地と「国際結婚」［日本］
　10 明治維新と売買春の変容［日本］
　11 フェミニズム運動［エジプト］
　12 清末の政治変動と女性［中国］
　13 工場法とジェンダー［イギリス］
　〈コラム７〉科学と宗教［イスラーム圏］
　〈コラム８〉家族を襲った感染症［イギリス］
　14 疫病とジェンダー［イギリス］

Ⅲ　｢帝国主義」の時代
　１ 女王のジェンダー・イメージ［イギリス］
　２ コロニアリズム［グローバル］
　３ 女性宣教師［西洋］
　４ 女の集い／男の集い［フランス］
　５ 高等教育［英米］
　６ 近代公教育とジェンダー・ポリティクス［メキシコ］

　〈コラム９〉仏教の「近代化」と女子教育［日本］
　〈コラム10〉植民地朝鮮の医療空間とジェンダー［朝鮮］
　７ ｢女医」をめぐる論争［イギリス］
　８ 売買春と性病予防法［イギリス］
　９ 帝政期ドイツの売買春［ドイツ］
　10 インドにおける宗教・芸術・売春［インド］
　〈コラム 11〉近代音楽文化と女性［ヨーロッパ］
　〈コラム 12〉子ども移民［イギリス帝国］
　11 同性愛［西洋］
　12 マスキュリニティ［アメリカ］
　13 決闘・名誉・「男らしさ」［ヨーロッパ］
　14 都市暴動と男性性［日本］
　15 スポーツ［イギリス］
　16 読書［英語圏］
　〈コラム13〉デパート［グローバル］
　〈コラム14〉新しい女［英米］
　17 女性参政権運動とミリタンシー［イギリス］
　18 ヴェール［エジプト］
　19 福祉職とジェンダー［ドイツ］
　20 国民の創造［オーストラリア］

Ⅳ　第一次世界大戦から戦間期
　１ 第一次世界大戦と女性［ヨーロッパ］
　２ 戦争・負傷兵と男性ジェンダー［ヨーロッパ］
　３ 台湾原住民女性の経験［台湾］
　４ 女子教育［台湾］
　５ 近代教育と女子大生［中国］
　６ 女性と職業［ドイツ］
　７ 女性と職業［中国］
　８ 女性参政権獲得後のフェミニズム［アメリカ］
　９ 女性運動と党・国家［中国］
　〈コラム15〉ロシア革命と女性［ロシア］
　〈コラム16〉日本人旅行者が見たエジプト［エジプト］
　10 優生学［グローバル］
　11 母性と身体解放［中国］
　12 装いとコロニアリズム［アフリカ］
　13 愛・性と近代家族［中国］
　〈コラム17〉植民地支配と性管理・性売買［帝国日本］
　〈コラム18〉遊郭と鉄道［日本］
　14 新しい女性像とモダンガール［中国］
　15 近代中国の女性作家［中国］
　16 戦間期の女性文学［ドイツ］

Ⅴ　第二次世界大戦から戦後の社会へ
　１ 軍事的男らしさの揺らぎと再構築［日本］
　２ 戦争と女性労働［アメリカ］
　３ 戦時性暴力［グローバル］
　〈コラム19〉ファシズム［イタリア］
　〈コラム20〉ファシズムとホモフォビア［ドイツ］
　〈コラム21〉ホロコーストと女性［中欧・東欧］
　〈コラム22〉第二次世界大戦後における家族と政治
　　　　　  ［グローバル］
　４ 中国共産党根拠地の「女性解放」［中国］
　５ 抗戦と日常［中国］
　６ 植民地下における女子教育［朝鮮］

　７ 女子教育［満洲］
　８ 防空と銃後［日本］
　〈コラム23〉戦後史が問う戦争孤児［日本］
　〈コラム24〉二つの国の戦争孤児［中国・日本］　
　９ 引揚者の性暴力被害と中絶［日本］
　10 移民とジェンダー［イギリス］
　〈コラム25〉新制大学と女子学生［日本］
　〈コラム26〉農村「家族」と女性［日本］
　11 家事労働と「女中」［日本］
　12 アラブ社会主義とフェミニズム［アラブ世界］
　13 映画・演劇［中国］
　14 日本映画の女性身体［日本］
　〈コラム27〉映画［インド］
　〈コラム28〉映画［エジプト］
　15 女性雑誌［中国］
　16 雑誌とジェンダー［東南アジア］
　17 戦後日本における男性同性愛者の「悩み」［日本］

Ⅵ　現代
　１ 社会主義と女性［中国］
　２ ウーマンリブ［アメリカ］
　３ 女性運動［ドイツ］
　４ 現代思想とジェンダー［フランス］
　５ 家父長制［中東］
　６ 女性研究運動［中国］
　７ ジェンダー平等と法［グローバル］
　８ 軍事政権とジェンダー［アルゼンチン］
　９ 教育の光と影［中国］
　10 イスラーム革命と女子宗教学院［イラン］
　11 改革開放と女性［中国］
　12 女性労働の曲折［中国］
　〈コラム29〉男性稼ぎ主モデル［日本］
　〈コラム30〉女性の海外出稼ぎ労働［南アジア］
　13 一夫多妻婚［アフリカ］
　14 婚姻法と家族の今［中国］
　15 一人っ子政策と生殖［中国］
　16 医療技術とジェンダー［グローバル］
　17 ｢新しい父親」と「男らしさ」［ドイツ］
　18 セクシュアリティ［中国］
　〈コラム31〉名誉と「名誉犯罪」［イスラーム圏］
　〈コラム32〉日本軍「慰安婦」問題［日本］
　19 国際開発のジェンダー政策［アフリカ］
　〈コラム33〉国際的な女性活動［アラブ圏］
　〈コラム34〉ＡＩＤＳの影響［グローバル］
　20 議員［イギリス］
　21 ｢女性保守」政治家・社会運動家の台頭［日本］
　22 ファッションと消費行動［グローバル］
　23 フェミニズムと芸術［西洋］
　24 スポーツ［イラン］
　〈コラム35〉ジャニーズと戦後日本［日本］
　〈コラム36〉食文化と女性［インド］
　25 グローバル・ヒストリーとジェンダー［グローバル］

参考文献／図版出典／人名索引／事項索引／映画索引
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女性をめぐる現代社会における問題について，映画
やマンガ等を用いながら分かりやすく解説。改訂版
では，LGBTや奨学金問題等の近年関心が高まって
いるテーマに関する解説も新たに掲載。

MINERVA TEXT LIBRARY 61

女性学入門［改訂版］
―― ジェンダーで社会と人生を考える

杉本貴代栄 編著
ここが

ポイント
!!

◎ 法令改正を踏まえ改訂
◎ ドラマ，映画，マンガ等を通して，「ジェンダー的視点」
　 で社会を見る意義をわかりやすく解説

改訂版はじめに

第１章　女性学とは
　１ 女性学の発祥と発展
　２ アメリカにおける女性学の発展
　３ 日本における女性学の発展
　４ 女性学の将来と課題

第２章　ジェンダー平等をめぐる歴史と理論
　１ フェミニズムの歴史と理論
　２ 今日のフェミニズム──平等の進展と揺り戻し

第３章　家族問題
　１ 家族をめぐる現代の状況
　２ 家族とは何か──ヒトが生存していくシステム
　３ 家族モデルとしての〈近代家族〉
　４ 現代の日本家族問題の諸相──家族の機能とは
　５ 家族のゆくえ

第４章　結　婚
　１ 結婚観の変化
　２ 結婚をめぐる多様性
　３ 配偶者の選択──見合い結婚と恋愛結婚
　４ 離　　婚
　５ 今日の結婚事情──婚活と再婚
　６ 女性にとっての結婚とは

第５章　子育て
　１ 子育ては誰が担うのか，担ってきたのか
　２ 子育て政策
　３ 今後の子育てを考える

第６章　働くこと
　１ 女性労働力の変化
　２ 労働政策の進展
　３ 両立支援策の進行
　　 ──育児・介護休業法の変遷と次世代育成支援対策推進法

第７章　高齢者問題
　１ 老後の女性問題
　２ 高齢者政策の進展──介護の社会化をめざして
　３ 高齢者と介護問題
　４ 認知症高齢者の増加
　５ 高齢者施策の取り組み課題

第８章　困難を抱える女性と社会福祉
　１ 貧困と女性
　２ 暴力と女性

第９章　買売春・性の商品化
　１ 女性の人権とセクシュアリティ
　２ 売春防止法の成立と施行
　３ 買売春と国際問題
　４ 買売春をなくすために

第10章　セクシュアリティの多様性
　１ セクシュアリティとセクシュアル・マイノリティ
　２ 身体の多様性
　３ 性同一性障害（GID：Gender Identity Disorder）
　４ 同性愛

索　　引

コラム
　１ 男女共同参画社会基本法と女子マラソン
　　 ──男女平等への取り組みは，ゆっくり，しっかり，
　　　　 長期戦で
　２ 小説・映画に描かれる若年性認知症
　　 ──萩原浩『明日の記憶』（光文社，2004年）
　３ 映画『ナヌムの家』に描かれた「従軍慰安婦」
　４ 映画『ハンズオブラブ──手のひらの勇気』にみる
　　 レズビアンカップルの軌跡

ジ
ェ
ン
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ー
論



B5判美装/248頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
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メディアをめぐる知の系譜をたどり，研究対象の広
がりをカバーしつつ研究方法の革新と多様化にも対
応した好評テキスト。待望の第２版。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるメディア・スタディーズ［第２版］

伊藤 守 編著

ここが

ポイント
!!

メ
デ
ィ
ア
論

◎ 第一線の多彩な執筆陣
◎ 問題関心を対象の具体的分析へとつなげる記述
◎ カルチュラル・スタディーズ以降の研究方法の革新と　 
　 多様化までをフォロー

はじめに

Ⅰ　メディア・スタディーズの輪郭
　１ メディアをめぐる知の生成
　２ メディア・スタディーズとは
　３ メディアの媒介性
　［研究事例１］メディアと宗教：
　　　内村鑑三と「紙上の教会」

Ⅱ　メディアの物質性・歴史性
　１ メディアの物質性：研究の方法１
　２ メディアの歴史性：研究の方法２
　３ メディアの系譜学：研究の方法３
　４ サウンドと身体的パフォーマンス：
　　 乗せられているのか，乗っているのか
　５ 声の文化：「声」と「文字」の連動から
　　 見えるメディア文化
　６ 文字の文化，写本の文化
　７ 印刷文化
　［研究事例２］岩波文庫を読むことの歴史
　８ 視覚メディア
　９ 写真というメディア
　10 ラジオというメディア：
　　 ｢放送メディアの原型｣の現在形
　11 映画というメディア
　12 テレビというメディア
　13 インターネット
　［研究事例３］写真を撮る／見るということ：
　　　メキシコ･死児の写真の事例から

Ⅲ　メディア社会の構造
　１ ネットワーク社会の政治経済学：研究の方法４
　２ メディア社会を数量的に解き明かす：
　　 研究の方法５
　３ 新聞・雑誌の産業と読者
　４ 映画産業の変化と観客
　５ テレビ産業の特徴とオーディエンス
　６ ファン・カルチャー
　７ インターネットとネット文化
　８ ネット文化と社会運動
　９ グローバル・メディア
　10 ソーシャル・メディアによるランキング機能
　11 メディア社会の公共圏
　12 監視社会
　［研究事例４］空間管理の社会学：
　　　セキュリティと現代住居

Ⅳ　グローバル化と文化の移動
　１ グローバルな研究視点とは：研究の方法６
　２ グローバル化と多文化主義の現在：
　　 研究の方法７
　３ グローバル化の多層性
　４ 文化の移動と再文脈化
　５ グローバル化における国家の役割
　［研究事例５］文化政策
　６ クリエイティブ産業
　７ 東アジアをめぐる文化のグローバル化(1)：韓国
　８ 東アジアをめぐる文化のグローバル化(2)：
　　 中国／香港・台湾・上海
　９ ディアスポラの公共圏：
　　 居場所喪失の経験が繫ぐもの
　［研究事例６］移民たちの
　　　グローバルネットワークとメディア

Ⅴ　メディアの表象文化
　１ テクスト分析，言説分析の視点：研究の方法８
　２ オーディエンス，ユーザー研究の方法：
　　 研究の方法９
　３ 他者の表象
　４ メディアとナショナリズム：
　　 ナショナルな空間の編制
　［研究事例７］スポーツと身体，メディア：
　　　サッカーの事例
　５ メディアと記憶
　６ フェミニスト・メディア学の現在：
　　 Talking gURLS
　７ セレブリティの両義性とその神話
　８ ポピュラーサイエンスの神話
　［研究事例８］ニュースのマルチモダリティ分析

Ⅵ　空間を編成するメディア
　１ なぜ空間的アプローチなのか？：研究の方法10
　２ 文化の地政学：研究の方法11
　［研究事例９］ライヒス･アウトバーンの表象機能
　３ メディアスケープと家庭
　４ インターネットとコミュニティ
　５ ケータイがつくるメディア空間
　６ モバイルメディアの進化と空間移動
　７ メディア集積体としての都市
　８ ストリート文化とメディア
　９ ファッション雑誌，身体実践，都市空間
　10 広告の空間論
　11 メディアとしての博物館
　［研究事例10］〈広告制作者〉を書く

Ⅶ　メディア公共圏のデザイン
　１ ジャーナリズム研究の条件：研究の方法12
　２ メディア・リテラシー：研究の方法13
　３ ジャーナリズムの実践
　４ 映像とジャーナリズム
　［研究事例11］オルタナティブなニュース発信：
　　　当事者の視点と現場のまなざし
　５ 世論と政治
　６ パブリック・アクセス：市民放送の成立と展開
　７ アーカイブの公共性
　８ 福祉支援のネットワークと公共性
　９ 市民のメディア表現のネットワーク
　10 サブカルチャーと新しいメディア
　［研究事例12］イギリスのデジタルストーリー
　　　実践から

理論・研究者紹介
　１ コミュニケーションの２段階の流れ
　２ 沈黙の螺旋とアジェンダ・セッティング
　３ エンコード／ディコード
　４ メディオロジー
　５ メディア・イベント
　６ ヴァルター・ベンヤミン
　７ 戸坂潤
　８ 中井正一
　９ テオドール・アドルノ
　10 マーシャル・マクルーハン
　11 ロラン・バルト
　12 鶴見俊輔
　13 ジル・ドゥルーズ
　14 ニクラス・ルーマン
　15 ユルゲン・ハーバーマス
　16 ポール・ヴィリリオ
　17 フリードリヒ・キットラー
　18 ジョナサン・クレーリー

さくいん
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現代のメディアがどのように生成されてきたのか
を，その歴史を丁寧にたどりながら解説する初級テ
キスト。「メディアの歴史」を縦軸に置き，横軸に「社
会のなかのメディア」という問題意識を配し，網羅
的に学習する。

入門メディア社会学

井川充雄／木村忠正 編著
ここが

ポイント
!!

メ
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ィ
ア
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◎ 極めて現代的であり，また歴史社会学的な側面をも
    つメディア社会学という学問の特性を３つの部と14
 　の章から分かりやすく解説する
◎ メディア社会学のみならず，歴史社会学や社会情報
　 学など周辺領域の研究の深化にも資する１冊

はじめに

　第Ⅰ部　メディア社会学の歴史的視点
第１章　｢コミュニケーション革命」と
　　　　メディアの変遷
　１ コミュニケーション・メディアの源流
　２ 文字の発明
  　　――「第一のコミュニケーション革命｣
　３ 活版印刷の登場
　　 ――「第二のコミュニケーション革命｣　
　４ 近代への胎動
　５ メディアの歴史から学ぶこと

第２章　ニュースの誕生とニュースという知
　１ ニュースと新聞の始まり
　２ 啓蒙のための新聞政策と大小新聞の成立
　３ 国家による新聞統制
　４ ニュースの組織化と新聞学
　５ ラジオと映画とジャーナリズム研究
　６ 戦後の新聞とマスコミュニケーション研究

第３章　ラジオとプロパガンダの理論
　１ 武器としてのプロパガンダ・ラジオ
　２ 第一次世界大戦とラジオ
　３ 戦間期のラジオ
　４ 第二次世界大戦期のラジオ
　５ 冷戦とラジオ

第４章　日常に溶け込むマスメディア
　　　　――テレビの普及と効果研究の進展
　１ テレビの歴史とマスコミュニケーション研究
　２ ニュースの影響力――議題設定理論
　３ テレビ番組が映し出す社会的現実
　　 ――培養効果理論
　４ マスメディアによる知識の伝搬
　　 ――知識ギャップ仮説
　５ テレビの台頭が前進させたメディア
　　 効果研究

第５章　インターネットがもたらした社会変革
　１ ストレンジャーシェイミング
　２ インターネットの発展とインターネット
　　 研究の展開
　３ 技術決定論・社会決定論・関係主義
　４ インターネットコミュニケーション研究を
　　 構成する次元と要素

　第Ⅲ部　メディア社会学の現代的展開
第10章　メディアの発達と変化する音楽実践　
　１ 音楽〔を伝える〕メディア／音楽〔という〕
　　 メディア
　２ 「音楽〔を伝える〕メディア」の諸相
　３ メディアによる音楽の規定
　４ 今日のメディア環境と音楽
　５ 結び付ける音楽／切り離す音楽

第11章　メディアにおけるジェンダー表象
　１ ジェンダーと身体イメージ
　２ メディア・イメージの制作
　３ インターネットとソーシャルメディア
　４ 偏見や不平等について考える

第12章　情報技術と社会の再設計
　　　　――労働からみたメディア社会の変容
　１ AI 社会の背景にある「大きな政府」から
　　 「小さな政府」，そして「大きな社会」への
　　 変遷
　２ アーレントによる古代ギリシア時代の労働観
　３ 従来型ビジネスモデルの構造的欠陥の改善
　４ 課題と求められる国家の最小限の役割

第13章　地域とメディア
　１ 「地域」という社会
　２ 双方向コミュニケーションのメディアと　
　　 地域
　３ 地域と人びとの関係とメディア

第14章　メディアとしての最先端技術と倫理
　１ 技術の倫理とは
　２ 個人のスコア化および格差問題
　３ サイボーグの倫理
　４ 倫理的責任の範囲
　５ 山積する重要課題

おわりに
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　５ デジタルネイティブの時代

　第Ⅱ部　メディア社会学の理論と方法
第６章　オーディエンス・エンゲージメント
　　　　――オーディエンス研究の歴史的展開
　　　　　　と有効性
　１ オーディエンス研究の歴史的展開
　２ アメリカのコミュニケーション研究
　３ イギリスのカルチュラル・スタディーズと
　　 ヨーロッパの受容理論
　４ 日本の情報行動論
　５ オーディエンス研究の有効性

第７章　わたしの中のわたしたち
　　　　――相互行為としてのメディア・
　　　　　　コミュニケーション
　１ 相互行為という考え方
　２ 意味を持つシンボルとしてのメディア
　　 ――絵文字が意味するもの
　３ メディア上の人物との相互行為
　４ 第三者効果と想定上の世論
　５ わたしの中のわたしたち

第８章　メディア・イベント論の新たな拡がり
　　　　――デジタルメディア環境における
　　　　　　社会的「統合」と「分断」
　１ メディアを介して経験する大規模なイベント
　２ 祝祭としてのメディア・イベントと社会の
　　 統合
　３ メディア・イベント論への批判
　４ メディア・イベント論の近年の動向
　５ 今日的なメディア・イベント論を
　　 考えるために

第９章　メディア社会学における調査分析の
　　　　基礎
　　　　――メディアに関わる現象をいかに
　　　　　　捉えるのか？
　１ メディアを解き明かすために何を
　　 すべきか？
　２ メディア社会学の量的調査
　　 ――数量化でわかること
　３ メディア社会学の質的調査
　　 ――「深読み」からわかること
　４ メディア社会学的調査を実践するために

新　刊
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ＩＣＴの進化により，情報を扱ううえでの倫理問題が
いまクローズアップされている。本書では，ＩＣＴの
正しい知識を提供しながら，情報倫理の基礎概念を
学び，具体的な事例を基に，その諸課題について考
察する。

情報倫理入門
―― ＩＣＴ社会におけるウェルビーイングの探求

村田 潔／折戸洋子 編著
ここが

ポイント
!!

◎ ＩＣＴ社会の抱える多様な問題がわかる
◎ 情報リテラシーの向上と問題への対処法が身につく
◎ 論点を提供する海外研究者からの寄稿も掲載

メ
デ
ィ
ア
論

はしがき
　第Ⅰ部　情報倫理とは何か
第１章　何が問題なのか：ケースによる学び
　１ ケースメソッド
　２ ケース
　３ ケースと本書各章との関係

第２章　情報化の進展と倫理問題
　１ 科学技術の発展と責任
　２ 情報化の進展
　３ コンピューティングに関わる倫理問題・
　　 社会問題の認識
　４ パーソナルコンピューティングにおける
　　 倫理問題
　５ 責任ある技術の開発と実装：ＲＲＩとＳＤＧｓ

第３章　情報倫理の目的
　１ なぜ情報倫理が問題になるのか
　２ 情報倫理の研究ならびに実践における目的

第４章　情報倫理の特質
　１ 情報倫理への取組み
　２ 倫理的対応の利点と限界
　３ グローバル情報倫理

　第Ⅱ部　情報倫理の諸問題
第５章　プライバシー
　１ プライバシーとは何か
　２ 個人情報保護
　３ プライバシーパラドクス

第６章　監視社会
　１ 監視をめぐる論点
　２ データベイランス
　３ 参加型監視環境
　４ デジタルアイデンティティ

第７章　ＩＣＴプロフェッショナリズム
　１ なぜＩＣＴプロフェッショナリズムが
　　 求められるのか
　２ ＩＣＴプロフェッショナルに求められること
　３ ＩＣＴプロフェッショナリズムの阻害要因
　４ ＩＣＴプロフェッショナリズムの確立に向けて

第８章　情報社会における所有と共有
　１ 知的財産の占有と共有
　２ シェアリングエコノミーの倫理

第９章　ジェンダーとコンピューティング
　１ コンピューティングに関わるジェンダー問題
　２ テレワークと女性労働
　コラム ジェンダーとセックス

第10章　先端的ＩＣＴの倫理
　１ ＡＩをめぐる倫理問題
　２ サイボーグ倫理
　３ ブロックチェーン技術に関わる倫理

第11章　情報倫理の未来
　　　　 ――情報倫理研究者たちが描くこれからの
　　　　　　 情報倫理
　１ すべての人によるすべての人のための
　　 コンピューティング
　２ ＩＣＴ倫理，環境知能，「サイボーグ」
　　 社会の出現
　３ 情報倫理：より良き私たちへと向かって
　４ ＩＣＴにおける責任ある研究とイノベーション
　５ 情報倫理の未来
　６ ＡＩと私たち
　７ 情報倫理とＡＩ法が出合うとき
　８ 倫理，ＩＣＴ，経済：パラダイムシフト

索　引
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